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　近年、インターンシップの量的拡大に伴い、質的な充実が求められています。インターンシッ

プが効果をあげ、有意義なものとなるためにはどうしたらよいか｜｜

　今号では、春季号に続き再びインターンシップを取り上げ、参加した学生をはじめ様々な立

場の方々の体験談や報告、意見や論考などを集め、その効果と意義を探ります。
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三重大学大学院１年 佐藤さほさん
体験談①「こんなふうに働けたらいいな」と思う職場

（株）マルハニチロマネジメント 小山田誠一さん
体験談② インターンシップ経験後、思いは膨らみそのまま実習先へ就職
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大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
取

り
組
み
は
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
あ
た
り
に

導
入
さ
れ
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
端

を
発
す
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
後
、
就
職
支
援
部
門
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
化
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
の
設
置
と
い

う
流
れ
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
単

位
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
実
施
率
も

年
々
増
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
に
よ
れ

ば
、
２
０
０
６
年
度
に
授
業
科
目
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
の
は
４
８
２

大
学
で
あ
り
、
実
施
率
は
６５
・
８
％
に
達
す

る
（
国
立
８６
・
２
％
、
公
立
４３
・
４
％
、
私

立
６５
・
６
％
）。
３
年
次
（
７５
・
７
％
）
の

夏
期
休
業
中
（
８２
・
７
％
）
に
１
週
間
〜
２

週
間
未
満
（
４９
・
９
％
）
の
期
間
で
実
施
す

る
と
い
う
の
が
、
今
日
の
大
学
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
典
型
的
な
姿
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
た

学
生
数
は
５
万
４
３
０
人
で
在
籍
学
生
数
の

８
・
３
％
に
過
ぎ
な
い
。
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
を
体
験
す
る
学
生
は
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
位

化
さ
れ
て
い
な
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
公

募
制
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
盛
ん
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

関
西
大
学
社
会
学
部
教
授
・

関
西
大
学
社
会
学
部
教
授
・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
担
当
主
事

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
担
当
主
事

川川

友
嗣
友
嗣

巻頭言

̶

関
西
大
学
の
場
合̶

■
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

■
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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は
あ
る
が
、
実
施
率
が
９０
％
を
超
え
、
基
本

的
に
全
生
徒
が
参
加
す
る
中
学
校
の
職
場
体

験
学
習
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て

い
な
い
と
い
え
る
。

　　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

実
施
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

体
験
者
数
の
少
な
さ
よ
り
も
問
題
な
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
を
生
か
す
た
め
の

体
系
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
社
会
的
場
面
を
経

験
し
、多
く
の
気
づ
き
を
得
て
帰
っ
て
く
る
。

一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
明
確
な
目
的
意
識
を

持
っ
て
参
加
し
、
気
づ
き
を
得
や
す
く
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
気
づ
き
を
学
生
自
身
の
キ

ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
を
有
効
に
生
か
す
に

は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
前
・

事
後
の
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
直
前
・
直
後
だ
け
で
は
な
く
、
大

学
４
年
間
を
通
し
た
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
適
切
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

関
西
大
学
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

コ
ア
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
し
て
い
る
（
図
参
照
）。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
特
異
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
は
な

く
、
大
規
模
の
総
合
大
学
の
多
く
に
共
通
す

る
要
素
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

考
え
ら
れ
る
。「
大
学
の
前
に
」「
大
学
と
と

も
に
」「
大
学
の
後
に
」
と
い
う
考
え
方
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
一
人

ひ
と
り
が
形
づ
く
っ
て
い
く
キ
ャ
リ
ア
を
支

援
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
。

　
「
大
学
の
前
に
」
で
は
小
中
高
等
学
校
教

員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
初

等
・
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
接
続
を
企

図
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
小
中
高
等
学

校
で
は
校
種
間
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
高
等
教
育
と
の

連
携
も
よ
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。「
大
学
の
後
に
」
は
卒
業
生
を
対
象

と
し
た
就
業
支
援
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
早

期
の
離
転
職
は
一
般
に
望
ま
し
く
な
い
こ
と

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
在
学
中
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
初
期

キ
ャ
リ
ア
の
段
階
で
つ
ま
ず
く
卒
業
生
を
支

援
す
る
こ
と
は
大
学
の
社
会
的
責
任
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
大
学
と
と
も
に
」
で
は
、
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

も
実
施
し
て
い
る
が
、
中
心
と
な
る
の
は

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
Ⅴ
段
階
シ
ス
テ
ム
」
と
呼

ぶ
、
す
べ
て
の
学
生
を
対
象
と
し
た
各
種
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅰ「
キ

ャ
リ
ア
意
識
の
啓
発
」
で
は
、
全
新
入
生

に
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ
ク
」
を
配
布

し
て
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
の
意
識
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
啓

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
の
意
義

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
の
意
義

■
関
西
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
関
西
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

関西大学キャリア教育プログラム（K-CEP） 
Kansai University Career Education Program

小中高教員 

研修 

卒業生 

就業支援 

大学の前に 大学とともに 

教職員研修 

大学の後に 

STEPⅠ STEPⅡ STEPⅢ STEPⅣ STEPⅤ 

キャリア意識の 
啓　発 

キャリア 
デザイン科目 

インターンシップ 
事前研修・実習 

インターンシップ 
事後研修 

就職活動の 
への誘い 
 

キャリアカウンセリング 

キャリア支援　V段階システム 
キャリアへのめざめ キャリアの探索 キャリアの準備 
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巻頭言   

発
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅱ
「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
科
目
」
で
は
、
全
学
共
通
科
目
と
し

て
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
〜
Ⅲ
」（
１
年

次
秋
・
２
年
次
春
・
秋
）
を
設
置
し
、
学
生

の
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅲ
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
研

修
・
実
習
」
は
就
業
体
験
の
た
め
の
事
前
研

修
を
行
っ
た
上
で
、
実
地
に
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
、「
気
づ
き
の
コ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅳ
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

後
研
修
」
は
、 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
で

得
た
成
果
を
検
証
し
、
そ
の
後
の
就
職
活
動

に
結
び
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
体

験
後
に
気
づ
き
を
深
め
る
こ
と
を
特
に
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
し
た
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅴ
「
就
職
活
動

へ
の
誘
い
」
で
は
、
３
年
次
生
を
対
象
に
各

種
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
彩
に
展
開

し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
具
体
化
と
実
現
を
支
援
し
て
い
る
。

　

以
上
が
Ⅴ
段
階
シ
ス
テ
ム
の
概
要
で
あ
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
全
体
の
コ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅰ
・

Ⅱ
を
広
義
の
事
前
教
育
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ⅳ
・
Ⅴ

を
広
義
の
事
後
教
育
と
位
置
づ
け
て
い
る
点

が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
」
を
設
置
し
て
専
門
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
全
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の

取
り
組
み
と
密
接
に
連
動
さ
せ
て
い
る
点
は

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　　

各
大
学
は
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
が
、
関
西
大

学
で
は
小
中
高
等
学
校
で
実
習
を
行
う
学
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
企
業
・
団
体
等
で
実

習
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

設
け
て
お
り
、
実
績
は
表
に
示
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
全
学

年
が
対
象
で
あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
３

年
次
に
な
る
前
の

春
休
み
に
実
施
す

る
プ
レ
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
除

き
、
３
年
次
生
を

対
象
と
し
て
お
り
、

細
か
く
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
Ａ
・
Ｂ

（
Ａ
は
学
内
で
選
考
、

Ｂ
は
実
習
先
で
選

考
）、
国
際
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
、
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
公
募
制
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
体
験
し
て
く
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
気
づ
き
を

言
語
化
し
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
点
は
本
学
も
含
め
て
、
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
気
に

な
る
の
は
、
体
験
し
て
き
た
業
種
や
職
種
を

た
だ
ち
に
自
分
の
職
業
選
択
と
結
び
つ
け
よ

う
と
す
る
学
生
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
体
験

で
き
る
の
は
基
本
的
に
一
つ
の
業
種
・
職
種

で
あ
る
が
、そ
れ
が
自
分
に
「
合
っ
て
い
る
」

か
ど
う
か
を
短
絡
的
に
判
断
す
る
よ
り
も
、

体
験
し
て
き
た
活
動
に
含
ま
れ
る
要
素
を
考

え
て
、
そ
れ
を
職
業
選
択
の
参
考
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は

り
直
前
・
直
後
だ
け
で
は
な
く
、
体
系
的
な

取
り
組
み
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と

も
に
、
個
別
の
支
援
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
る
の

で
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題

関西大学におけるインターンシップの実績 

学校 
インターンシップ 

 

計 
ビジネス・ 
インターンシップ 

 
2006年度 

2007年度 

145名 

129名 

563名 

541名 

708名 

670名 
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「
経
済
構
造
改
革
と
創
造
の
た
め
の
行
動

計
画
」（
平
成
９
年
５
月
１６
日
閣
議
決
定
）

等
を
契
機
に
、
政
府
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
推
進
が
始
ま
っ
た
平
成
９
年
以
降
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

定
着
は
着
実
に
進
み
、
平
成
１８
年
度
の
実
施

率
は
、大
学
で
１０
年
前
の
３
・
６
倍
（
約
６６
％
）

ま
で
に
な
り
、
ま
た
中
学
校
や
高
等
学
校
に

お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
）

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
社
会
・

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
政
府
や
産
業
界

等
か
ら
産
学
連
携
教
育
に
関
す
る
新
た
な
提

言
・
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各
大

学
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

な
ど
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
後
、
産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育

成
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
従
来
の
基
本
的
認

識
を
踏
ま
え
つ
つ
、
量
的
拡
大
に
加
え
、
新

た
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　　

平
成
９
年
以
降
、
各
大
学
等
に
お
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
、
実
施
校
（
率
）、
体
験

学
生
数
と
も
に
着
実
に
伸
び
（
図
１
）、
特

に
実
験
・
実
習
を
重
視
し
た
技
術
教
育
に

よ
り
、
我
が
国
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

実
践
的
・
創
造
的
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

る
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
全

て
の
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
正
課

の
授
業
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
者
の
高
い
離
職
率
、
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
若
年
者
雇
用
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
、
適
切
な
勤
労
観
・

職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
積
極
的
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
現
場
実
習

や
実
務
訓
練
等
と
い
う
名
称
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
教
育
課
程
に
組
み
込
ん
で
き

た
工
学
部
な
ど
に
加
え
て
、
以
前
は
実
施

率
の
低
か
っ
た
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学

部
に
つ
い
て
も
実
施
率
が
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
間
、
政
府
に
お
い
て
も
各
種
推
進
施

策
を
展
開
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
は
、
各
大
学
等
の
自
主
的
な
取
組
を
促
す

た
め
国
立
学
校
特
別
会
計
や
私
立
大
学
等
経

常
費
補
助
金
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
か
か
る
経
費
の
補
助
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
企
業
関
係

者
や
大
学
等
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、

高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
普
及
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
行
政
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
入
も
進
ん
で
お
り
、
文
部
科
学

省
で
は
平
成
１１
年
度
か
ら
学
生
の
受
入
を
始

め
、
現
在
で
は
春
期
と
夏
期
の
年
２
回
受
入

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
受
入
数‥

平
成
２０
年
春
期
４３
名
、
夏
期
６９
名
）

高
等
教
育
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
支
援

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

１ 

は
じ
め
に

2 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
と

　

 

こ
れ
ま
で
の
取
組

文 部 科 学 省

図1　参加学生数の拡大 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 

平成９年度 
（１３，３９８名） 

 

国立 
5,178名  
39%

公立 
2,493名  
5%

私立 
34,710名  
69%

私立  
8,220名  
61%

私立  
8,220名  
61%

私立 
34,710名  
69%

平成１８年度 
（５０，４３０名） 

国立 
13,227名  
26%国立 

5,178名  
39%

国立 
13,227名  
26%

公立   
０名  
0%

公立   
０名  
0%

平成１８年度 
（４６，５６７名） 
 

図2　分野別参加学生（学部学生）の変化 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 

平成１２年度 
（２０，１４６名） 
 

人文科学  
6,146名  
13.2%

人文科学  
671名   
3.3%

社会科学  
14,498名 
31.1%

社会科学  
4,398名  
21.8%

理学  
1,261名  
2.7%

理学  
887名  
4.4%

工学  
12,364名  
26.6%

人文科学  
6,146名  
13.2%

社会科学  
14,498名 
31.1%

工学  
12,364名  
26.6%

工学  
 7,773名  
38.6%

社会科学  
4,398名  
21.8%

工学  
 7,773名  
38.6%

農学  
3,734名  
8.0%

保健  
1,773名  
3.8%

商船  
78名  
0.2%商船  

87名  
0.4%

家政  
1,015名  
2.2%家政  

82名  
0.4%

教育  
1,643名  
3.5%

教育  
1,043名  
5.2%

芸術   
862名  
1.9%

芸術   
184名   
0.9%

その他  
3,193名  
6.9%

その他  
331名  
1.6%

農学  
945名  
 4.7%

保健  
3,745名  
18.6%

インターンシップの効果と意義特 集
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産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
手
法
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
量
的

拡
大
が
進
む
一
方
、
実
施
期
間
に
関
し
て
は

大
き
な
変
化
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
３
週
間

未
満
と
い
う
短
期
間
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　

一
方
、
近
年
、
科
学
技
術
人
材
育
成
の

大
き
な
課
題
と
し
て
、
自
ら
の
専
門
分
野
の

位
置
付
け
を
社
会
的
活
動
全
体
の
中
で
理
解

し
、
現
実
的
課
題
の
中
か
ら
主
体
的
に
問
題

設
定
を
行
い
、
そ
れ
に
取
り
組
む
能
力
の
あ

る
「
高
度
専
門
人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ

る
と
の
認
識
が
産
学
双
方
で
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
従

来
の
職
業
意
識
の
形
成
な
ど
を
目
的
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
峻
別
し
た
、「
高

度
専
門
人
材
」
育
成
を
目
的
と
し
た
、
産
学

の
協
同
に
よ
る
質
の
高
い
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
体
系
の
構
築
・
普
及
を
図
る
た
め
、

「
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
型
人
材
育
成
事
業
│

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
│
」
を
平
成
１７
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

現
在
３０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
他
の
大
学
の
モ
デ

ル
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
京
都
大
学

大
学
院
で
は
、
地
球
・
地
域
環
境
問
題
解
決

に
取
り
組
む
人
材
養
成
を
目
的
と
し
て
、
地

球
環
境
問
題
の
課
題
抽
出
・
解
決
方
法
の
習

得
経
験
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
育
成
を
図
る
原
則

５
カ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
科

目
と
し
、
研
修
先
企
業
等
の
指
導
者
を
特
任

教
員
と
し
た
実
践
的
教
育
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
高
度
な
専
門
知
識
と
柔
軟
な
問
題
解
決

力
を
有
機
的
に
連
携
・
実
践
で
き
る
人
材
育

成
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
雇
用
問
題
対
策
と
し
て
、

職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
そ
の
他
の
授
業
科
目
の
導
入
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
教
員
単

位
で
実
施
さ
れ
、
組
織
的
な
取
組
に
至
っ
て

お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
も
単
発
的
な
科
目

等
の
集
合
で
し
か
な
く
、
体
系
的
な
教
育
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
」
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
大
学
等
が
組

織
的
に
実
施
す
る
職
業
意
識
・
能
力
を
直
接

的
に
高
め
る
実
践
的
な
教
育
を
体
系
的
に
行

う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
支
援
を
平
成

１８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

に
選
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
よ
り
実
践
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施

す
る
上
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
有
用
な
教

育
手
法
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
教
育
効
果
を

相
乗
的
に
高
め
る
た
め
に
は
、
他
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
と
の
有
機
的
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
も
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
産
学

の
連
携
や
政
府
の
支
援
等
が
行
わ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
量
的
拡
大
な
ど
一
定
の
成

果
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
産
学
連
携
に
よ
る

人
材
育
成
に
関
し
て
、
大
学
界
と
産
業
界
の

連
携
・
協
力
を
更
に
強
化
し
、
双
方
の
対
話

と
取
組
の
場
と
し
て
、「
産
学
人
材
育
成
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
平
成
１９
年
に
創
設
し
、

平
成
２０
年
７
月
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
成
果

と
し
て
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
中
で
、
産
学
の
人
材
育

成
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
関
し
、「
在
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
産

学
の
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単

に
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
」
な
ど
の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方
と
し
て

質
的
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
学
が
取
る
べ
き
具
体
的
取
組

や
提
言
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
講

座
講
義
と
の
効
果
的
な
連
動
、
長
期
実
践
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
及
び
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
へ
の
組
込
、
教
育
目
標
・
評
価
体
制
を

明
確
に
し
た
よ
り
高
度
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
拡
大
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

現
在
、「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

や
「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
」
に
お
い
て
、
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
も
合
致
す
る
も

の
で
す
。
各
大
学
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
取
組
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
産
業
界
等
と

面
と
面
の
対
話
を
通
じ
て
、
各
大
学
等
に
お

い
て
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
、
質
の

高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て

も
、
各
大
学
等
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
平

成
２０
年
度
中
に
、
業
種
分
野
別
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
担
当
窓
口
の
取
り
ま
と

め
、
既
存
の
先
進
事
例
の
分
析
等
に
よ
る
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
改
善
の
方
向

を
示
す
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
作
成
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

4 

産
学
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン

　

 

シ
ッ
プ
の
質
的
向
上

文 部 科 学 省

3 

産
学
連
携
に
よ
る

　
 

人
材
育
成
の
課
題
と
取
組

図3　実施期間の構成比（大学）　（％） 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 

平成12年度 平成18年度 

1週間未満  
11.5%1週間未満  

17.5%
1週間  
5.7%

1週間以上 
2週間未満  
51.7%

1週間以上 
2週間未満 
21.4%

2週間以上 
3週間未満  
26.7%2週間 

26.6%

1週間未満  
17.5%

3週間以上 
1ヶ月  
4.2%

6ヶ月以上 
0.5%

6ヶ月以上 
1.8%

3ヶ月以上 
6ヶ月未満 
1.7%

3ヶ月以上 
6ヶ月未満 
2.8%

1ヶ月以上 
3ヶ月未満 
4.2%1ヶ月以上 

3ヶ月未満 
2.4%
2週間以上 
1ヶ月未満 
21.9%

1週間未満  
11.5%

1週間以上 
2週間未満  
51.7%

1週間以上 
2週間未満 
21.4%

2週間以上 
3週間未満  
26.7%2週間 

26.6%

2週間以上 
1ヶ月未満 
21.9%
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インターンシップをより効果的インターンシップをより効果的
なものにするためになものにするために

　インターンシップは、事前の心構えやノウハウ、支援等の準

備と事後の検証やさらなる研修等によって、参加する側にとっ

ても受け入れる側にとっても、効果的で役立つ、より有意義な

機会となり得るものです。体験者である学生、学生を送り出す

大学のキャリアセンター担当者、企業の受け入れ担当者の方々

にお集まりいただき、今後の効果的なインターンシップのため

に、それぞれの体験を基に語っていただきました。

司
会
（
椙
山
）　

今
日
は
ご
多
忙
の
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
経
験
を
お
話
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

率
直
な
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

汐
澤
さ
ん
は
１
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

汐
澤　

１
年
の
夏
休
み
に
１
カ
月
間
、
市
役

所
の
商
工
観
光
課
で
、春
休
み
に
１
カ
月
間
、

旅
行
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
ま
し

た
。

　

市
役
所
の
商
工
観
光
課
で
は
、
主
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
の
お
手
伝

い
や
パ
ソ
コ
ン
事
務
な
ど
を
や
ら
せ
て
い
た

座 談 会

だ
き
ま
し
た
。
１
年
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

社
会
人
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
か
な
と
い
う

興
味
、
そ
れ
と
何
か
を
チ
ー
ム
で
企
画
し
て
、

そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
学
び

た
い
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
に
も
行
っ
て
み
た
く
て
参
加
し

た
旅
行
会
社
の
ほ
う
で
は
、
ま
ず
初
め
の

２
週
間
は
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
グ
ル
ー
プ

と
い
う
課
に
配
属
に
な
り
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
さ
ん
が
海
外
に
行
く
前
と
帰
っ
て
き

た
後
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
後
の
２
週
間
、
帰
国
後
の
お

客
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
て
、
そ
の
感

想
を
ま
と
め
た
り
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
写
し
て

い
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
は
学
部
が
募
集
企

業
を
掲
示
し
て
い
た
の
を
見
て
応
募
し
ま
し

た
。
大
学
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
と
い
う
授
業

で
マ
ナ
ー
の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ

を
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

司
会　

今
は
４
年
生
で
、
就
職
活
動
を
終
え

て
既
に
内
定
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

汐
澤　

商
工
会
議
所
に
内
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

司
会　

最
近
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
さ

れ
た
３
年
生
の
早
乙
女
さ
ん
、
い
か
が
で
し

た
か
。

早
乙
女　

私
は
、
今
年
の
８
月
、
地
元
の
新

聞
社
で
４
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。
初
日
に
は
会
社
の
概
要
の
説

明海大学　ホスピタリティ・ツーリズム学部 4年

出 席 者

宇都宮大学　国際学部 3年

汐
しおざわ

澤知子さん

早乙女舞さん

獨協大学　キャリアセンター 次長 関口武司氏

株式会社エスワイシステム　関東事業部
営業部　人材開発担当 齋藤久

ひさつぐ

嗣氏

社団法人神奈川県経営者協会　
インターンシップ推進コーディネーター 椙

すぎやま

山俊雄氏（司会）

インターンシップの効果と意義特 集

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
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座 談 会

明
と
各
部
署
の
見
学
、
そ
れ
か
ら
本
社
と
は

離
れ
た
場
所
に
あ
る
印
刷
セ
ン
タ
ー
の
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
３

日
間
は
、
各
部
署
を
回
っ
て
実
際
に
新
聞
に

載
せ
る
コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募

の
記
事
を
書
い
た
り
、
記
者
の
方
と
実
際
の

取
材
を
し
て
、
そ
の
記
事
を
書
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

こ
と
に
つ
い
て
記
事
を
書
き
、
そ
の
新
聞
の

編
集
を
体
験
し
ま
し
た
。
実
習
時
間
は
、
４

日
間
の
う
ち
３
日
間
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
８
時
間
で
、
１
日
だ
け
午
後
２
時

か
ら
午
後
８
時
の
、
新
聞
社
独
特
の
夜
の
遅

い
勤
務
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
単
位
認
定
さ
れ
る
授
業
は
あ
る

の
で
す
が
、
私
の
場
合
は
４
日
間
と
い
う
短

い
期
間
だ
っ
た
の
で
、
単
位
に
は
な
ら
な
い

で
す
ね
。

　

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に

就
職
活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
２
年
生
か
１
年
生
の
う
ち
の
比
較
的

時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
き
に
、
も
っ
と
長

期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

続
い
て
、
学
生
を
送
り
出
す
側
の
大

学
の
ご
担
当
者
で
あ
る
関
口
さ
ん
、
大
学
と

し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

関
口　

獨
協
大
学
は
昭
和
３９
（
１
９
６
４
）

年
に
、「
大
学
は
学
問
を
通
じ
て
の
人
間
形

成
の
場
で
あ
る
」
と
い
う
教
育
理
念
で
設
立

さ
れ
、
正
課
授
業
だ
け
で
な
く
、
課
外
活
動

な
ど
も
教
育
の
一
環
で
あ
る
と
と
ら
え
、
正

課
と
正
課
外
教
育
と
の
有
機
的
一
体
性
を
作

り
上
げ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
最
初
の
導
入
は
平

成
１１
年
、
参
加
者
は
１４
名
で
、
単
位
化
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
平
成
１５
年
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
、
輩
出

し
て
い
こ
う
と
い
う
理
念
の
下
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
大
き
く
と
ら
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

際
、
１
〜
２
年
生
対
象
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
と
仕
事
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
２
〜
３
年
生
の
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
３
講
座
が
正
課
授
業

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
職
場
実
習
を
通
し
て
自

己
理
解
を
深
め
、
自
分
の
進
路
や
職
業
、
さ

ら
に
い
か
に
生
き
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

考
え
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
。
こ
の
授
業
は
、
２
〜
３
年
生
の
選

択
科
目
で
、
平
成
１５
年
は
５１
名
が
履
修
し
て

い
ま
し
た
が
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

く
る
に
従
い
枠
を
拡
大
し
、
今
は
１
５
１
名

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て
は
、
夏

休
み
の
期
間
中
に
２
週
間
以
上
の
期
間
で
１０

日
間
以
上
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
全
学
部
の
学
生
を
対
象
に
、
経

済
学
部
の
教
員
が
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
の
職
員
も
一
体
と
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｑ
テ
ス
ト
な

ど
を
し
な
が
ら
思
っ
て
い
た
の
と
は
違
う
自

分
を
発
見
し
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
な
ど
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
あ
た
っ
て

は
、
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
マ
ナ
ー

講
習
も
含
め
た
事
前
指
導
を
行
い
ま
す
。

学
内
選
考
は
企
業
に
よ
っ
て
は
希
望
者
が

殺
到
し
、
選
考
も
大
変
で
す
。
面
接
の
際
、

選
考
か
ら
洩
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
、
必
ず
「
落
ち
た
時
、
ど
う
す
る
？
」

っ
て
聞
く
ん
で
す
が
、「
ど
う
し
て
も
そ

こ
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
。
で
も
、「
食
べ

ず
嫌
い
も
あ
る
、
あ
え
て
違
う
会
社
に
も

行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
話
も
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
事
後
指
導
の
報

告
会
終
了
後
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報

告
書
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

実
習
内
容
や
実
習
の
結
果
何
を
得
た
か
、

実
習
の
感
想
、
今
後
の
抱
負
と
い
っ
た
貴

重
な
体
験
が
自
分
の
言
葉
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
学
生
・
企
業
・
大
学
と
で

情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

司
会　

受
け
入
れ
る
企
業
側
の
お
立
場
か

ら
、
齋
藤
さ
ん
、
御
社
に
お
け
る
受
け
入

れ
体
制
、
実
習
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

齋
藤　

当
社
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
全
般
を

行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
集
団
で

す
が
、
も
と
も
と
名
古
屋
に
本
社
が
あ
り
、

東
京
に
初
め
て
事
務
所
を
開
設
す
る
時
に
、

関
東
地
方
で
の
採
用
の
た
め
に
ま
ず
は
各

教
育
機
関
と
の
パ
イ
プ
を
築
き
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
教

育
機
関
と
の
関
係
強
化
を
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
当
社
の
「
情
報
技
術
を
通

し
、
お
客
様
に
確
か
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
高
度
な
人
材
及
び
技
術
を
社
会

に
還
元
す
る
」
と
い
う
会
社
理
念
に
基
づ

き
、
純
粋
に
教
育
的
な
面
、
一
つ
の
社
会

貢
献
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
業
界
、
特
に
シ
ス
テ
ム
開
発
の
世

界
は
、
残
業
が
長
そ
う
だ
と
か
大
変
だ
と

か
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
い
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

払
拭
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　

受
け
入
れ
体
制
と
し
て
は
、
私
の
所
属

し
て
い
る
関
東
事
業
部
で
は
、
今
年
度
は

４５
名
の
枠
を
設
定
し
３
回
に
分
け
て
１５
名

ず
つ
受
け
入
れ
ま
し
た
。
期
間
は
、「
授

業
の
一
環
の
た
め
１０
日
間
以
上
や
ら
な
い

と
単
位
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
学
校
に
配

慮
し
て
、
１
回
に
つ
い
て
１０
営
業
日
と
決

め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
受
け
入
れ
に
当
た

っ
て
は
、
学
校
や
学
生
の
要
望
に
よ
っ
て
、

柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
や
選
考
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
は

基
本
的
に
早
い
者
勝
ち
で
、
ハ
イ
パ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
や
求
人
情
報
サ
イ
ト
を
利
用
し

て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
募
集
が
メ

イ
ン
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
前
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
績
校
か
ら
先
生
の
推
薦

に
よ
っ
て
毎
年
何
名
か
来
ら
れ
ま
す
。

　

実
習
内
容
と
し
て
は
、V

isu
a
l B
a
sic

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
使
っ
た
シ
ス

テ
ム
開
発
の
初
歩
的
な
体
験
講
座
を
は
じ

め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
義
、
あ
る

い
は
商
談
の
場
に
同
席
し
て
い
た
だ
く
、

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

当
社
の
場
合
１
ク
ー
ル
１５
名
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
度
の
新
入
社
員
を
イ
ン
タ
ー

 

大
学
の
支
援
体
制

インターンシップをより効果的なものにするために

 

企
業
で
の
受
け
入
れ
体
制
・
実
習
内
容
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ン
シ
ッ
プ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
生
１
名
に
つ
き
１
名
ず
つ
割

り
当
て
、
日
報
の
や
り
と
り
や
、
研
修
課

題
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
形
で
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

司
会　

Ｉ
Ｔ
関
係
の
企
業
は
比
較
的
多
く

の
人
数
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
け
入

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

齋
藤　

研
修
を
社
内
で
行
う
会
社
は
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
研
修
の
体
制
は
結
構

司
会　

汐
澤
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
終
わ
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
が

あ
り
ま
し
た
か
。
あ
る
い
は
就
職
活
動
に

ど
ん
な
影
響
や
効
果
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

汐
澤　

市
役
所
と
旅
行
会
社
の
体
験
を
通

し
て
、
私
は
本
当
に
や
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
い
う
満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
体

験
後
の
意
識
の
変
化
も
大
き
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
企
業
で
「
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
」（
＝
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

と
い
う
言
葉
を
教
わ
っ
た
の
で
す
が
、
こ

う
し
て
会
社
に
入
っ
た
ら
、「
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
」
を
通
し
て
活
動
を
し
て
い
く
ん

だ
な
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
日
々
の
生
活

で
も
そ
れ
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
が
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
に
入
学
し
た
の
は
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
興
味
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
企
画

や
制
作
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
理

由
で
し
た
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
大
き
な
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
役
所
で
実
習

を
体
験
し
て
み
て
、
市
民
と
接
す
る
こ
と

っ
て
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
だ
な
と
思

い
、
小
さ
な
こ
と
に
も
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
っ
て
、
私
は
市
民
の
方
と
親
し
く
接

し
て
進
め
て
い
く
よ
う
な
、
温
か
み
の
あ

司
会　

早
乙
女
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

早
乙
女　

ま
ず
、
職
業
や
企
業
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
新
聞
社
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

先
と
し
て
希
望
し
た
の
は
、
雑
誌
や
本
な

ど
の
出
版
や
印
刷
方
面
の
企
業
に
就
職
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
す
が
、
そ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
も

と
も
と
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
だ

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
だ
い
ぶ
違
う
と

思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
理
解
度
が
今
ま

で
と
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
働
く
こ
と
へ
の
認
識
が
変
わ

り
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
は
違
っ
て
、

実
習
で
書
い
た
内
容
が
そ
の
ま
ま
新
聞
に
出

て
し
ま
う
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
、
手
を

抜
け
な
い
、
毎
日
真
剣
に
し
っ
か
り
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
出
版
業
関

係
に
就
職
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も

強
く
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
前
は
就
職
活
動
に
対
し
て
ぼ
ん
や

り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
て
か
ら
、
自
分
の
企
業
研
究
が
ま
だ
足
り

な
く
て
、
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
だ
い
ぶ

偏
っ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
感

じ
、
し
っ
か
り
と
し
た
就
職
活
動
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
で
、
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
わ

か
っ
て
、
今
後
は
こ
う
い
う
こ
と
を
重
点
的

に
き
ち
ん
と
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
識
を

持
て
た
気
が
し
ま
す
。
今
回
参
加
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

で
き
て
い
ま
す
。「
こ
こ
の
デ
ス
ク
に
座

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
１
週
間
や
り
ま

す
よ
」
と
い
っ
た
ら
す
ぐ
に
用
意
で
き
る
。

当
社
の
場
合
で
す
と
、
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｔ
業

界
に
未
経
験
で
入
り
た
い
と
い
う
人
に
対

し
て
、
社
員
で
は
な
い
の
で
す
が
研
修
生

と
し
て
１５
人
ぐ
ら
い
は
会
社
に
受
け
入
れ

て
研
修
す
る
環
境
を
常
時
準
備
し
て
い
ま

す
。

る
仕
事
を
し
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
考
え
て
い
た
方
向
と
ち

ょ
っ
と
違
っ
た
と
こ
ろ
で
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
ん
な
に
視
野
が
広
が
り
、

意
識
が
変
化
し
た
の
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

市
役
所
の
商
工
観
光
課
の
方
と
は
、
実

習
後
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
市
民
ま
つ
り
や
観
光
促
進
の

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
お
手
伝
い
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
モ
デ
ル

役
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
そ

の
中
で
今
回
内
定
を
い
た
だ
い
た
商
工
会

議
所
の
方
と
も
お
仕
事
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
て
、「
一
緒
に
働
い
て
み
な
い
か
」

と
い
う
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
。

明海大学４年　
汐澤知子さん

宇都宮大学３年　
早乙女舞さん

獨協大学キャリアセンター
関口武司氏

（株）エスワイシステム　
齋藤久嗣氏

（社）神奈川県経営者協会　
椙山俊雄氏

インターンシップの効果と意義特 集

 

職
場
体
験
が
就
職
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
る

 

市
役
所
で
の
仕
事
が
き
っ
か
け
で
商
工
会
議
所
に
就
職
が
内
定 
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司
会　

学
校
側
か
ら
み
て
、
学
生
に
と
っ
て

の
効
果
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
お
感
じ

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

関
口　

今
の
お
二
人
の
お
話
、
大
変
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
お
二
人
の
言
葉
に
す

べ
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
情
報
が
い
ま
非
常
に
氾
濫
し
て
い
る

中
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義
と
し
て
、

実
際
に
自
分
で
見
て
聞
い
て
感
じ
る
と
い

う
、
人
間
の
持
っ
て
い
る
五
感
を
活
か
し
た

体
験
が
一
番
大
切
だ
と
、
学
生
に
は
話
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
あ
る
い
は
生
き
て
い
く
上
に
お
い
て
、

非
常
に
有
効
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
環
境
効
果
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
ね
。
座
学
と
し
て
大
学
内
で
勉
強

し
て
い
た
も
の
が
、
教
室
か
ら
離
れ
て
場
所

を
移
動
し
現
場
に
出
た
と
き
、
実
学
と
し
て

顕
在
化
す
る
。
そ
の
中
で
新
た
な
自
分
を
発

見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
場
で
学
生
は
、

判
断
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
責
任
を
感
じ

る
ん
で
す
ね
。
あ
る
い
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を

知
る
。
私
は
い
つ
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
の
は
た
っ
た
１
秒
で
い
い
ん

だ
よ
」
と
言
う
ん
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
あ
り
が
と
う
」、

こ
れ
が
最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

そ
れ
も
で
き
な
い
学
生
が
バ
ー
チ
ャ
ル
世

代
の
中
に
は
い
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
大
切
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
が
想
像
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と

は
全
く
違
う
こ
と
が
、
実
際
に
行
っ
て
み

て
わ
か
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
見
て
聞
い
て
感
じ
る
と
い
う
体
験
が

大
切
で
す
ね
。

　

平
成
１９
年
度
の
全
国
平
均
の
大
卒
者
の
就

職
率
は
、
６９
・
９
％
で
す
（
文
部
科
学
省
・

学
校
基
本
調
査
）。
本
学
は
７８
・
９
％
で
、

そ
の
中
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
の
就
職
率
は
９５
・
８
％
な
ん
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

学
生
は
自
分
で
考
え
行
動
す
る
、
そ
う
い
う

学
生
だ
か
ら
こ
そ
就
職
や
仕
事
選
び
に
も
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

の
表
れ
か
と
思
い
ま
す
。

司
会　

齋
藤
さ
ん
、
学
生
を
受
け
入
れ
て
、

職
場
へ
の
影
響
や
会
社
と
し
て
よ
か
っ
た
と

お
思
い
に
な
る
こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
点

が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

齋
藤　

ま
ず
、
教
育
的
な
効
果
の
面
で
す

が
、
学
生
に
対
し
て
は
、
さ
っ
き
お
二
人

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
体
験

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
気
づ
き
が

あ
っ
て
、
必
ず
一
つ
か
二
つ
ぐ
ら
い
は
何

か
成
長
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
得
て
帰
っ

て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
当
社
に
お
い
て
若
手
社
員

が
優
秀
な
学
生
と
触
れ
合
い
、「
自
分
も
負

け
て
い
ら
れ
な
い
な
」
と
啓
発
さ
れ
た
と

い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
企
業
側
に
と
っ
て
一
番
大
き
か

っ
た
の
は
、
初
期
の
頃
は
大
学
や
専
門
学

校
等
に
訪
問
し
て
も
、
数
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企

業
が
来
ら
れ
る
み
た
い
で
、「
ま
た
来
た
の
」

と
言
わ
れ
た
り
し
て
各
教
育
機
関
と
な
か

な
か
い
い
関
係
を
築
き
づ
ら
か
っ
た
の
で

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
に
対
し

て
「
当
社
と
し
て
こ
れ
だ
け
貢
献
で
き
ま

す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
各
教
育
機
関
へ
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
結
果
、
そ
の
後
、
関
係
が

非
常
に
作
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
学
内
の
企
業
説
明
会
等
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、

多
く
の
先
生
と
交
流
を
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
率
と
し
て
は
あ
ま
り
高
く

は
な
い
の
で
す
が
、
毎
年
１０
％
ぐ
ら
い
の

学
生
は
そ
の
ま
ま
当
社
に
入
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
採

用
に
直
結
す
る
一
つ
の
手
段
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

ス
タ
ン
ス
に
も
よ
り
、
例
え
ば
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
ら
、
も
う
そ
の
ま
ま

「
入
れ
て
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
学
校
も

あ
れ
ば
、「
教
育
的
な
学
校
だ
け
で
や
っ

て
く
れ
」
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
当
社
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、「
あ

く
ま
で
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
や
る
の
で
す
が
、
当
社
を
受
け
た
い
人

は
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
程
度
に

と
ど
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
採
用

の
助
け
に
な
っ
て
い
る
面
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
年
ほ
ど
受
け
入
れ
て
み
て

思
う
の
は
、
多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
た

大
学
に
関
し
て
は
、「
こ
の
企
業
に
行
く

と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
ら
れ
る
よ
」

み
た
い
な
、
先
輩
の
口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝

効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。
以
前
は
、
例
え

ば
１
、２
年
生
な
ど
を
受
け
入
れ
て
も
採
用

に
直
結
し
な
い
し
、
ど
う
か
な
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
け
れ
ど
、
む
し
ろ
１
、２
年
生

で
来
て
い
た
だ
く
方
は
す
ご
く
優
秀
な
の

で
、
そ
う
い
う
方
た
ち
の
口
コ
ミ
効
果
と

い
う
の
は
大
き
く
て
、
当
社
に
と
っ
て
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
は
総

体
的
に
み
て
、
か
な
り
プ
ラ
ス
の
効
果
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会　

で
は
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
か
ら
み
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
よ
か

っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
今
後
に
向
け
て
こ

う
し
て
い
き
た
い
と
か
、
要
望
、
改
善
点
、

対
応
策
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
汐
澤
さ
ん
か
ら
、
企
業
や
学
校

に
対
し
て
何
か
要
望
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

汐
澤　

大
学
で
の
こ
と
で
す
が
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
後
の
報
告
会
は
、

学
部
全
体
で
や
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
体
験
し
て
き
た
者

同
士
が
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
と
て
も

刺
激
的
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
体
験
し

て
い
な
い
人
に
も
こ
ち
ら
か
ら
伝
え
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
、
体
験
し
て

い
な
い
側
も
知
り
た
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
大
々
的
に
報
告
会
を

座 談 会 インターンシップをより効果的なものにするために

 

見
て
聞
い
て
感
じ
る
現
実
社
会
へ
の
扉

 

企
業
は
学
校
と
の
い
い
関
係
が
作
れ
る

 

未
体
験
者
に
体
験
を
伝
え
た
い
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司
会　

関
口
さ
ん
、
学
生
、
企
業
に
対
し
て
の

要
望
、
あ
る
い
は
学
校
と
し
て
今
後
の
改
善
・

対
応
策
、
展
望
な
ど
に
つ
い
て
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

関
口　

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
だ
か
ら
、
憶

せ
ず
勇
気
を
も
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
機
会
を
活
か
す
と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
に
は
、「
我
が
国
を
支
え
る
人
材
を

育
成
す
る
」
と
い
う
大
前
提
を
踏
ま
え
、
企

業
と
大
学
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ご
負
担
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
近
は
、
会
社
説
明
会
や
工
場
見
学
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
例
も
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
基
幹
的
な
業
務

に
も
携
わ
っ
て
初
め
て
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
で
き
る
だ
け
コ
ア
の
部
分
に

触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
増

え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
は
、

各
企
業
・
団
体
と
の
協
定
書
や
覚
書
の
問
題

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
様
式
が
違
っ
て
い
る
た
め
、

す
ご
く
繁
雑
で
す
。
例
え
ば
、
教
育
実
習
の

場
合
は
、
学
校
と
大
学
と
で
依
頼
状
と
承
諾

書
で
終
わ
る
ん
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
場
合
、
様
々
な
提
出
書
類
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
時
間
ば
か
り
と
ら
れ
て
し

ま
う
。
で
す
か
ら
、
国
全
体
と
し
て
標
準
化

す
る
よ
う
な
形
で
の
協
定
書
な
り
覚
書
を
作

り
、
そ
れ
一
つ
で
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
双
方

に
と
っ
て
非
常
に
楽
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、
学
生
の
自
己

実
現
の
機
会
で
す
か
ら
、
よ
り
多
く
の
学
生

に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
な
呼
び
か
け
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
、
汐
澤
さ
ん
か
ら

い
い
提
案
が
あ
っ
た
の
で
、
早
速
で
き
る
か

な
と
思
い
な
が
ら
メ
モ
し
ま
し
た
。
授
業
で

あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
は
だ
れ
で
も
聞
け
る

ん
で
す
よ
と
い
う
報
告
会
に
す
る
こ
と
も
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

企
業
か
ら
の
学
生
、
学
校
に
対
す
る
要

望
、
今
後
の
改
善
・
対
応
策
、
展
望
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

齋
藤　

ま
ず
学
生
に
対
し
て
の
要
望
で
す
が
、

汐
澤
さ
ん
と
早
乙
女
さ
ん
は
本
当
に
ま
じ
め

に
取
り
組
ま
れ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
中

に
は
必
修
で
ど
う
し
て
も
参
加
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
嫌
々
来
て
い
る
と
い
う
人
た
ち
が

若
干
見
ら
れ
ま
す
。
私
ど
も
の
会
社
で
は
、
全

体
で
年
間
１
５
０
名
以
上
受
け
入
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
で
き
れ
ば
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
意
識
が
高
く
て

や
る
気
の
あ
る
方
と
ぜ
ひ
交
流
が
し
た
い
で
す

し
、
そ
う
す
る
と
わ
れ
わ
れ
も
啓
発
さ
れ
る
し
、

も
っ
と
い
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
ろ
う
と
い
う
原

動
力
に
な
り
ま
す
。
学
生
に
は
、
こ
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
何
を
し
た
い
か
を
十
分

に
考
え
て
来
て
い
た
だ
い
て
、
１０
日
間
な
り
２０

日
間
な
り
の
限
ら
れ
た
期
間
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

学
校
に
対
し
て
も
、
本
当
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
や
り
た
い
と
い
う
学
生
を
ぜ
ひ
選
抜
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
必
修
で
や
ら
せ
て

い
る
学
部
に
関
し
て
は
、
中
に
は
来
て
寝
て
い

る
と
か
、
突
然
無
断
欠
席
す
る
と
い
っ
た
人
も

実
際
に
は
残
念
な
が
ら
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
当
社
の
ほ
う
で
受
け
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
三
つ
ほ

ど
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
前
述
し
ま

し
た
よ
う
に
、
目
的
意
識
の
高
い
学
生
を
選
別

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
べ
き
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
。
１
ク
ー
ル
１５
名
で
受
け
入
れ
て
、
そ
こ

に
あ
ま
り
や
る
気
の
な
い
学
生
が
い
る
と
、
や

る
気
の
あ
る
学
生
に
と
っ
て
少
し
迷
惑
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
お
互
い
の
意
識
が
す
ご
く

ズ
レ
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
て
、
問
題
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
や
は
り
、
選
考
を
省
い
て

受
け
入
れ
る
だ
け
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
考
え

方
は
改
め
、
目
的
意
識
の
高
い
学
生
を
丁
寧
に

選
別
す
る
必
要
が
あ
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
点
目
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
場
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
真
に
学
生
の
た

め
に
な
る
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と
多
く
設
け
て

い
く
べ
き
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
学
生
に
せ
っ
か
く
参
加
し
て
い

た
だ
く
の
で
す
か
ら
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｔ
企
業
の
場
合
は
、
実
際
に

仕
事
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
し
て
非
常
に
難
し
い
ん
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
代
わ
り
に
斬
新
な
学
習

コ
ン
テ
ン
ツ
、
例
え
ば
就
職
活
動
に
対
し
て
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う
と
か
、
意
外

感
を
与
え
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
っ
と
作

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
何

か
少
し
で
も
思
い
出
に
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
な

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
仕
掛

け
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
関
口
さ
ん
か
ら
出
た
書
式

の
件
に
関
し
て
は
、
当
社
で
も
各
大
学
か
ら
の

書
式
が
す
べ
て
違
う
の
で
、
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。「
こ
の
大
学
さ
ん
に
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
ん
だ
っ
け
」
と
い
つ
も
悩

み
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま
す
。
極
力
簡
略
化
し

て
事
務
作
業
の
手
間
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
思

や
っ
た
ら
、
き
っ
と
参
加
し
た
い
と
思
う

学
生
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
会　

早
乙
女
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

早
乙
女　

今
回
私
は
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
シ
ス
テ
ム
で
応
募
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
応
募
締
め
切
り
が
近
い
時
期
に
大
学
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会
が
あ
っ
た
の

で
す
。
も
う
少
し
早
目
に
説
明
会
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
と
、
こ
ち
ら
も
心
構
え
が

し
っ
か
り
で
き
る
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
企
業
に
対
し
て
も
な
の
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
習
日
程
の
詳
細

な
予
定
に
つ
い
て
の
連
絡
が
、
実
習
が
始

ま
る
１
週
間
ぐ
ら
い
前
に
来
た
の
で
、
も

う
少
し
だ
け
早
い
時
期
だ
と
助
か
る
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
業
界
に
対
し
て
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
や
出

版
・
印
刷
業
関
係
は
、
理
系
の
製
造
業
関

係
な
ど
よ
り
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
が

少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
も
っ
と
多

く
の
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
と
学
生
に
と
っ
て
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

インターンシップの効果と意義特 集

 

文
書
は
簡
略
化
・
標
準
化
さ
れ
た
共
通
様
式
が
ほ
し
い

 

や
る
気
の
あ
る
学
生
に
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
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い
は
確
か
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
標
準
化

す
る
と
い
う
こ
と
に
は
す
ご
く
賛
成
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
は
す
ご
く
良
い

な
と
思
い
ま
す
。
毎
日
そ
こ
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
各
大
学
か
ら
ま
と
め
て
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

司
会　

あ
の
よ
う
に
全
国
で
見
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
上
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
集
約
し
て
標
準

化
さ
れ
た
取
り
扱
い
書
式
が
載
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
使
え
ば
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
よ
う
に
合

意
が
得
ら
れ
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
ね
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
「
平
成
１８
年
度
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
状
況
調
査
結
果
」
を
見

ま
す
と
、
授
業
科
目
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
体
験
を
し
た
大
学
、
短
大
、
高
専
の
学
生
数

は
、
６
万
３
０
８
６
名
で
す
。
こ
れ
を
平
成
１３

年
度
の
数
字
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
１
８
２

％
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
ぼ
倍
増
の
数
字
に
は
な

る
ん
で
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
大
学
３
年
生
な

ど
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
の
対
象
と
な

る
学
年
に
い
る
学
生
は
全
部
で
ど
の
く
ら
い
い

る
で
し
ょ
う
か
。
正
確
な
数
値
が
掌
握
で
き
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
す
る
割
合
か
ら
言

え
ば
あ
る
一
定
程
度
の
学
生
し
か
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
際
に
は
体
験
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
１３
〜
１８
年
は
ほ
ぼ
前
年
比

１
１
０
％
以
上
の
数
値
で
推
移
は
し
て
い
る
の

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

神
奈
川
県
経
営
者
協
会
で
は
、
特
に
中
小
企

業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
企
業
枠
の

拡
大
を
推
進
し
て
い
て
、
毎
年
企
業
は
増
え
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
、
せ
っ
か
く
登
録

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
に
学
生
の
応
募
の
な
い

企
業
が
３
〜
４
割
あ
る
ん
で
す
ね
。
ぜ
ひ
大
学

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
中
小
企
業
に
も
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
や
送
り

出
す
学
校
、
受
け
入
れ
を
始
め
よ
う
と
い
う
企

業
な
ど
の
方
々
に
対
し
て
皆
様
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

汐
澤　

目
標
意
識
の
高
い
人
ほ
ど
、
将
来
携

わ
り
た
い
業
界
が
絞
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
の
一
方
、
こ
う
い
う
業
界
も
あ

る
と
い
う
こ
と
を
発
見
す
る
た
め
に
も
、
視

野
を
広
げ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
見
つ

け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
ろ
う
か
な
、

ど
う
し
よ
う
か
な
と
迷
っ
て
い
る
学
生
っ
て

と
て
も
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
視
野
を
広
げ

て
自
分
の
将
来
を
考
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。

司
会　

迷
っ
て
い
る
学
生
に
は
、「
案
ず
る
よ

り
産
む
が
易
し
」
と
い
う
言
葉
を
私
ど
も
は
よ

く
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

早
乙
女　

後
輩
に
対
し
て
で
す
が
、
私
も
そ

う
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
就
職
活
動
を
始
め
た

い
け
れ
ど
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
細
か

い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
と
、
就
職
活

動
に
対
し
て
の
は
っ
き
り
と
し
た
方
向
性
が

定
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
先
で
も
あ
ま
り
気
負
い
過
ぎ
ず
、

関
口　

や
は
り
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
で
す
し
、
食
べ
ず
嫌
い
は
い
け
な
い
の
で
、

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
、
学
生
に
は
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
視
野
を
広
げ
新
た
な
自

己
発
見
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
学
生
が
達
成
感
を
持
つ
と
い
う

こ
と
は
、
同
時
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
の
授
業
に

対
す
る
学
習
意
欲
も
ま
た
大
き
く
成
長
す
る
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
効
果
も
含
め
て
成

果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
企

業
に
も
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

齋
藤　

学
生
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
参
加
す
る
に
当
た
っ
て
、
事
前
の
準
備

と
積
極
性
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ど
こ
に
就
職
し
た
い
か
は
わ
か
ら
な

い
に
し
て
も
、
目
的
意
識
を
き
ち
ん
と
持
っ
た

上
で
、
と
り
あ
え
ず
何
で
も
い
い
の
で
自
分
な

り
に
一
つ
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

参
加
し
た
ら
「
自
分
は
こ
ん
な
体
験
を
し
て
み

た
い
で
す
」
と
自
分
か
ら
積
極
的
に
要
望
を
言

う
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。
企
業
側

と
し
て
は
学
生
が
何
を
し
た
い
の
か
が
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
駄
目
だ
ろ

う
な
と
い
う
の
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
ど
ん
ど
ん

言
っ
て
く
れ
ば
企
業
は
割
と
対
応
し
て
く
れ
た

り
す
る
と
思
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
そ
う
い
う

要
望
に
対
し
て
は
柔
軟
に
対
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
て
か

ら
、
教
育
機
関
の
方
々
と
す
ご
く
関
係
が
深
ま

っ
て
、
採
用
す
る
と
い
う
点
で
は
非
常
に
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
通
し
て
か
な
り
の

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま
す
の
で
、
企
業
の
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
受
け
入
れ

る
場
合
は
、
学
生
の
た
め
に
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
し
っ
か
り
入
れ
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す

ね
。
受
け
入
れ
て
、「
そ
こ
で
書
類
の
整
理
で

も
し
て
お
け
」
と
い
う
の
で
は
あ
ま
り
意
味
が

な
い
。
せ
っ
か
く
学
生
と
の
出
会
い
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
学
生
の
視
点
に
立
っ
た
、
将
来

役
に
立
つ
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
入
れ
て
い
く

と
い
う
意
識
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　
「
ど
ん
な
人
材
を
採
用
し
た
い
か
」
と

い
う
の
は
企
業
に
よ
っ
て
様
々
だ
と
思
い
ま
す

が
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
企
業
そ
し
て
社
会
が

ど
ん
な
学
生
を
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
を
通
し
て
感
じ
て
、

就
職
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
企
業

で
ど
ん
な
経
験
を
し
て
も
、
こ
れ
は
得
が
た
い

経
験
だ
と
理
解
し
て
、
幅
広
く
い
ろ
い
ろ
な
分

野
の
企
業
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
、
学
生
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
企
業
の
継

続
実
施
率
は
９０
％
以
上
で
す
。
こ
れ
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
は
、
未
実
施
の
企
業
に
は
こ
の
社
会
貢

献
活
動
に
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

座 談 会 インターンシップをより効果的なものにするために

　

 

視
野
を
広
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
業
界
を

　

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
就
職
活
動
に
方
向
性
が
見
え
て
く
る 　

　

 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

　

 

自
分
な
り
に
テ
ー
マ
を
持
っ
て
積
極
的
に
要
望
を　

硬
く
な
り
過
ぎ
ず
、
自
分
な
り
に
ま
じ
め
に

取
り
組
む
の
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
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「こんなふうに働けたらいいな」
と思う職場

　

私
は
、
今
年
８
月
の
後
半
か
ら
２
週
間

（
実
質
１０
日
間
）
の
日
程
で
、
調
査
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
い
る
シ
ン
ク

タ
ン
ク
で
あ
る
㈱
百
五
経
済
研
究
所
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
も
の
が
あ
る

こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

学
部
の
時
に
経
験
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今

回
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
ゼ
ミ
の
先
生
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

紹
介
さ
れ
た
の
が
こ
の
百
五
経
済
研
究
所
で

し
た
。

　

大
学
院
で
は
社
会
学
を
専
攻
し
て
い
て
、

調
査
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
も
役
立

つ
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の

場
合
、
授
業
と
し
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く

単
位
取
得
と
も
無
関
係
で
す
。

　

結
果
と
し
て
、
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
、

「
仕
事
」
と
い
う
も
の
を
考
え
る
た
め
に

も
、
就
職
活
動
の
準
備
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
自
分
の
専
攻
分
野
の
研
究
の
た
め
に
も

役
立
つ
、
非
常
に
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　　

百
五
経
済
研
究
所
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
受
け
入
れ
は
私
１
人
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
１０
日
間
と
て
も
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
と
会
社
案
内
を

い
た
だ
き
、
電
話
で
実
習
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
銀
行
系
の

■ 

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
丁
寧
な
指
導

─「働く人間」と間近に接することのできる機会─

三重大学大学院　
人文社会科学研究科１年

佐藤さほさん

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
地
域
の
調
査
・
研
究
、

情
報
提
供
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
主

な
業
務
と
す
る
、
社
員
二
十
数
名
の
少
数
精

鋭
と
い
っ
た
感
じ
の
会
社
で
す
。

　

ま
ず
初
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
か
ら
始

ま
り
、
続
い
て
情
報
収
集
・
発
信
の
方
法
、
統

計
指
標
の
読
み
方
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
等
、
当
社
が
行
っ
て
い
る
地
域
調
査
の
概

要
に
つ
い
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
丁
寧
に
レ
ク
チ

ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
か
ら
外
に
出
て
地
域
調
査
部
や
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
の
方
が
行
う
企
業

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
同
行
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
と
て
も
大
切
な
要
素
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
き
な
調
査
が
入
っ
て
い
る
時
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
も
そ
れ
に
関
わ
る
こ

と
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
私
の
時
期
は
そ
れ

が
な
か
っ
た
の
で
少
し
違
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
社

会
福
祉
法
人
で
の
講
演
、
地
域
経
済
に
関
す
る

検
討
会
議
の
ほ
か
、
企
業
や
商
工
会
議
所
、
三

重
大
創
造
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
中
部
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
、
中
部
経
済
連
合
会
な
ど
へ
の

訪
問
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、

様
々
な
場
所
で
の
見
聞
は
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い

も
の
で
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
、
人
と
会
っ
て
話
す
こ
と
は
大
切
で
、
面

白
い
も
の
な
ん
で
す
ね
。

　　

私
は
あ
ま
り
人
見
知
り
し
な
い
ほ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
最
初
に
職
場
に
入
っ
た
時
は

インターンシップの効果と意義特 集

体 験 談

インターンシップ先：株式会社百五経済研究所

■ 

恵
ま
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

 

体
験

①

■ 

大
学
の
紹
介
で
、
専
攻
に
関
連

　

 

し
た
業
種
に



職業研究　2008　秋季号

　

学
業
の
専
門
が
教
育
社
会
学
で

す
し
、
教
員
免
許
を
取
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
教
職
に
も
興
味
が

あ
る
ん
で
す
。
た
だ
、
今
回
の
体

験
で
、
企
業
に
就
職
し
て
も
「
教

育
」
に
携
わ
る
こ
と
は
で
き
る
と

も
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
に
出
て
人
と
交
渉

し
た
り
や
り
と
り
し
た
り
す
る
、

足
を
使
う
営
業
の
よ
う
な
仕
事
は

今
ま
で
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
う
職
種

も
嫌
う
必
要
が
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
回
の
体
験
で
視
野
が
広
が

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
就
職
活
動
を
す
る

時
と
い
う
の
は
、
企
業
の
窓
口
が

人
事
の
担
当
者
の
方
に
偏
っ
た
り
し
ま
す
よ

ね
。
で
も
会
社
は
い
ろ
い
ろ
な
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

よ
う
な
形
で
職
場
を
体
験
し
て
い
れ
ば
、
多

少
不
安
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

百
五
経
済
研
究
所
は
受
け
入
れ
が
１
名
で

す
し
、
皆
さ
ん
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
て
、
い
い
意
味
で
特
別
な
例
か
も
し
れ

な
い
で
す
が
、
私
は
す
ご
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
体
験
を
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た

し
、
職
場
の
方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
学
校
現
場
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
重
要

視
さ
れ
、
中
高
校
生
が
職
場
体
験
に
行
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
中
、
教
員
を
目
指
し
て
い

る
人
も
自
分
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験

し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
。

１５

さ
す
が
に
緊
張
し
て
自
分
か
ら
は
話
し
か
け

た
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
皆
さ

ん
の
ほ
う
か
ら
よ
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ

て
、
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
ね
。

　

職
場
の
方
々
に
感
じ
た
の
は
、
オ
ン
・
オ

フ
の
切
り
替
え
の
見
事
さ
で
す
。
気
を
抜
く

時
は
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。
仕
事
の
場

面
に
向
き
合
う
と
即
座
に
「
オ
ン
」
の
顔
に

な
る
。
私
は
常
に
オ
フ
状
態
み
た
い
な
も
の

な
ん
で
す
け
ど
…
。

　

移
動
中
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
、
楽
し
か
っ
た
で
す
し
非
常

に
た
め
に
な
り
ま
し
た
ね
。
お
そ
ら
く
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
こ
う
い
う
形
で
お
世
話
に

な
ら
な
け
れ
ば
接
す
る
こ
と
の
な
い
で
あ
ろ

う
方
か
ら
話
を
聞
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

の
意
味
や
ポ
イ
ン
ト
、
社
会
人
と
し
て
仕
事

に
取
り
組
む
姿
勢
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご

し
方
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
が
出
席
し
た
外
部
会
議
で

の
発
言
で
も
、
言
い
方
一
つ
で
相
手
に
与
え

る
印
象
が
変
わ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
き
っ
ち

り
押
さ
え
て
お
き
、
話
が
逸
れ
た
り
し
て
も

本
筋
へ
軌
道
修
正
す
る
こ
と
で
次
に
つ
な
が

る
実
の
あ
る
議
論
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
だ
け
で
す

が
、
こ
う
い
う
も
の
が
「
大
人
の
会
議
」
な

ん
で
す
ね
。

　

職
場
の
皆
さ
ん
を
見
て
い
る
と
「
す
ご
い

な
ぁ
」
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
（
正
直
、

何
が
す
ご
い
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い

面
も
あ
る
の
で
す
が
、
と
に
か
く
）
、
「
か

っ
こ
い
い
な
、
こ
ん
な
ふ
う
に
働
け
た
ら
い

い
な
」
と
思
え
る
人
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

て
の
大
収
穫
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
働
く
」
こ
と
を
感
じ
、
知
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
に
、
働
く
人
を
間
近
に
見
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
こ
と
が
一
番
で

す
ね
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
今
ま
で
は
「
働
く

人
」
と
い
う
の
は
何
か
別
の
世
界
に
い
る
人

み
た
い
に
感
じ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
一
定
期
間
付
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
自
分
た
ち
と
同
じ
「
人
間
」
が
働
い
て

い
る
ん
だ
な
ぁ
、
と
実
感
し
ま
し
た
ね
。
も

ち
ろ
ん
キ
ャ
リ
ア
を
積
ま
れ
て
き
て
い
る
す

ご
い
方
々
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
職
場
の

雰
囲
気
が
温
か
く
て
そ
う
感
じ
さ
せ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
体
験
報
告
書
を
作
成

し
、
最
終
日
に
役
員
の
方
た
ち
を
前
に
報
告

会
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１０
日
間
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
終
わ
り
ま
し
た
。
と

て
も
充
実
し
満
足
で
き
た
こ
の
１０
日
間
は
、

期
間
と
し
て
も
妥
当
な
長
さ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　　

私
、
進
路
に
つ
い
て
は
ま
だ
迷
っ
て
る
ん

で
す
よ
ね
、
実
は
。

■ 
間
近
に
い
る
「
働
く
人
間
」

■ 

就
職
活
動
に
向
け
て

イ ン タ ビ ュ ー
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インターンシップ経験後、
思いは膨らみそのまま実習先へ就職

　

現
在
、
㈱
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
総
務
人
事
部
人
事
企
画
課
で
主
に
採
用

関
連
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
は
修
士
の
１
年
の
時
に
参
加
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
は
大

学
、
大
学
院
を
と
お
し
て
こ
の
会
社
１
社
だ

け
で
し
た
。
授
業
科
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
大
学
院
時
代
だ
け
で
な
く
学
部
在

籍
時
に
も
私
の
周
り
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
の

は
２
年
前
の
こ
と
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
、

た
っ
た
２
年
前
の
こ
と
で
も
現
在
と
比
べ
る

と
、
受
け
入
れ
企
業
の
数
が
随
分
少
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
企
業
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
申
し
込
み
を
し
て
も
倍

率
が
高
く
て
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
人
気

の
業
種
が
偏
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
ね
。

　

私
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
大

き
な
き
っ
か
け
は
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て

い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
学
校
で
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
授
業
科
目
に
も
入
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
身
近
な
も
の
に

感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
と
て
も

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
で
す
し
、
そ
の
印
象
が
強

か
っ
た
の
で
、
帰
国
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

参
加
先
の
企
業
を
探
し
て
い
る
時
に
、
大

■ 

米
留
学
が
参
加
の
き
っ
か
け

─就職活動ではこの会社が評価軸に─

株式会社マルハニチロマネジメント　

総務人事部人事企画課　勤務

小山田誠一さん

学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報

が
得
ら
れ
る
「
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
シ

ス
テ
ム
を
知
り
ま
し
た
。

　

企
業
側
の
情
報
は
「
ハ
イ
パ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
」
か
ら
の
入
手
が
最
も
多
く
、
あ
と
は
企

業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
得
ま
し
た
。
私
が

疎
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
か

ら
の
情
報
源
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

マ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
へ
の
申
し
込
み
も
「
ハ
イ
パ

ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
側
の
メ
ニ
ュ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
事
前
研
修
、
事
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
い
う
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　

私
が
在
籍
し
た
の
は
「
環
境
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
簡
単
に
い
う
と
人
間
生
活
が
生
物
の

生
態
系
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
と

い
う
こ
と
を
研
究
す
る
学
科
で
、
そ
の
中
で

私
は
魚
の
生
態
系
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し

た
。
も
と
も
と
食
品
産
業
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
水
産
業
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
水
産
業
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
企
業

を
探
し
た
と
こ
ろ
、
唯
一
マ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ

が
募
集
し
て
い
た
の
で
す
。

　

実
習
先
は
株
式
会
社
マ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
本

社
（
現
・
㈱
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）
の
品
質
管
理
部
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
期
間
は
２
週

１６

体 験 談

２００８年３月　横浜国立大学大学院　

環境情報学府環境リスクマネジメント専攻修了

■ 

水
産
関
係
の
食
品
業
界
に
的
を

　

 

絞
る

②

インターンシップの効果と意義特 集
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私
は
将
来
的
に
水
産
業
の
生
産
体
制
を

見
直
し
て
新
体
制
を
作
り
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
商
社

と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
な
が
ら
も
、

も
っ
と
国
内
の
生
産
・
流
通
現
場
に
近
い

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
生

産
者
の
方
々
の
話
を
聞
く
う
ち
に
私
が
や

り
た
い
こ
と
に
近
い
会
社
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
温
か
い
社
風
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、

段
々
こ
の
会
社
に
就
職
し
た
い
と
い
う
思

い
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

　　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
時
は
品
質
管
理
関
連

の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
職
場

で
は
人
事
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
時
に
体
験
し
た
職
種
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
大
事
な
仕
事
で

す
し
、
日
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
就
職
先
の
会
社
選
び
を
す
る

の
に
と
て
も
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
学
生

時
代
に
は
や
は
り
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
の
認
識
が
希
薄
な
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
こ
の
参
加
体
験
を
端
緒
に
そ

れ
が
具
体
的
に
確
か
な
形
と
し
て
芽
ば
え
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
方

は
、
単
位
取
得
の
た
め
な
ど
と
考
え
ず
、
自

分
自
身
の
将
来
を
広
げ
る
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
識
を
も
っ
て
積
極

的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
が
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

間（
実
質
１０
日
）で
、
１
日
の
実
習
時
間
は
９

時
か
ら
１７
時
５０
分
ま
で
お
よ
そ
８
時
間
で
し

た
。
実
際
に
参
加
し
て
み
て
参
加
期
間
は
最

低
で
も
２
週
間
は
必
要
だ
な
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
３
週
間
く
ら
い
は
ほ
し
い
と
参
加

時
に
は
感
じ
ま
し
た
。
で
も
今
は
逆
に
受
け

入
れ
る
立
場
な
の
で
、
期
間
が
３
週
間
に
な

っ
た
ら
大
変
だ
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す

（
笑
）。
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
現
場
で
行
う
た
め
社
員
の
負
担
は
避
け

ら
れ
な
い
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
も
す

べ
て
２
週
間
の
内
容
で
す
。

　

品
質
管
理
部
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
、
ま
ず
工
場
の
衛
生
管
理

な
ど
の
監
査
に
同
行
し
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
沿
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
あ
と
で
社

員
の
方
と
の
す
り
合
わ
せ
を

す
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
で

す
。
そ
れ
と
食
品
の
製
造
年

月
な
ど
の
表
示
に
つ
い
て
の

勉
強
も
あ
り
ま
し
た
。
英
語

論
文
の
要
約
な
ど
と
い
う
の

も
や
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
、

興
味
を
持
っ
た
部
署
に
つ
い

て
質
疑
応
答
と
い
う
時
間
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
輸
出
入
の
営
業
部
署
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ち

ら
の
部
署
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
習

タ
イ
プ
の
一
つ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
学
ぶ
こ
と
の

目
的
が
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

マ
ル
ハ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
現
場
で
行

う
実
務
実
施
型
で
す
の
で
、
個
人
の
気
持
ち

次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
発
見
、
学
び
方
が
で
き

る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
実
際
社
会
に
入

っ
て
仕
事
を
行
う
上
で
も
同
じ
で
し
た
。

 　

私
は
結
果
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先

で
あ
っ
た
こ
の
会
社
へ
就
職
を
し
ま
し
た

が
、
最
初
か
ら
こ
の
会
社
へ
就
職
し
た
い

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
は
マ
ル
ハ
グ

ル
ー
プ
１
社
だ
け
で
し
た
が
、
就
職
活
動
は

食
品
関
連
会
社
、
商
社
な
ど
を
数
十
社
ま
わ

り
ま
し
た
。
私
は
ず
っ
と
食
品
業
界
に
入
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
思
う
と
い
い

か
悪
い
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
先
で
あ
っ
た
マ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
が

評
価
の
軸
に
な
っ
て
、
他
の
会
社
が
こ
の
業

界
の
中
で
ど
う
い
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な

の
か
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
い
ま
し
た
ね
。

　

マ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
の
メ
イ
ン
の
仕
事
は

商
社
と
食
品
メ
ー
カ
ー
な
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
て
国
内
の
流
通
に
深
く
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
組
織
な
ん
で
す
。
で
も
正

直
な
と
こ
ろ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
に
、
そ

こ
ま
で
の
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
に
、
漁
師
さ
ん
と
か
市

場
の
関
係
者
の
方
に
こ
の
会
社
の
話
を
い
ろ

い
ろ
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

■ 

「
働
く
」
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
の

　

  

第
一
歩

■ 

自
分
次
第
で
発
見
・
学
び
の
機
会
に

１７

■ 

就
職
へ
の
意
識

イ ン タ ビ ュ ー
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する学生の意識アンケート調査結果
インターンシップ推進支援事務局(社団法人雇用問題研究会内）

・「インターンシップに参加した期間」と、
「適当と思われる期間」で最も構成比の
高い箇所をみると、参加期間１週間以上
の体験者は、同じ期間が適当と思ってい
るが、参加期間１週間未満では、「１週
間以上２週間未満」が適当とする構成比
が最も高い。

　１週間では、インターンシップは短いと感
じていることが読みとれる。（図表３）

・「体験した仕事の内容」「勤務時間や仕事の量」「社員との交流・コミュニケーション」「事前・事後のフォロー
アップの内容・方法」「今回のインターンシップの総合的評価」についての満足度を尋ねた。「満足している」
「どちらかといえば満足している」を合わせてみると、各項目とも「満足」している割合は７～９割であった。

・総合的な評価は「満足」「どちらかといえば満足」を合わせると88.9％であり、かなり高い満足度であると言え
る。（図表４）

・「職業や企業についての理解度の深まり」「働くことに対する認識」「就職したい気持ち」「自分自身の適性や
能力についての理解」「今まで関心のなかった職種、業種、企業への興味」についての意識変化を尋ねた。「あ
てはまる」「ややあてはまる」を合わせてみると、最も多かったのは「職業や企業についての理解度の深まり」
であり94.6％であった。かなり大きな意識の変化があったと言える。（図表５）

図表5　インターンシップ後の意識の変化 
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図表4　インターンシップの満足度 
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図表3　実際にインターンシップに参加した期間と適当だと思われる期間の関係 

上段：件数、下段：％ 

インターシップの期間として適当と思われる期間 

合計 
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100.0

99 
10.3

540 
56.6

235 
24.6

64 
6.7

17 
1.8

152  
100.0 

46  
30.3 

90  
59.2 

13  
8.6 

1  
0.7 

2  
1.3 

277  
100.0 

13  
4.7 

219  
79.1 

43  
15.5 

2  
0.7 

- 
-

116  
100.0 

2  
1.7 

35  
30.2 

76  
65.5 

3  
2.6 

- 
-

8  
100.0 

- 
-

2  
25.0 

1  
12.5 

4  
50.0 

1  
12.5 

2  
100.0 

1  
50.0 

1  
50.0 

- 
-

- 
-

- 
-

２週間以上 
１ヵ月未満 

実
際
に
参
加
し
た
期
間 

○インターンシップの満足度

○インターンシップ後の意識の変化

インターンシップの効果と意義特 集
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平成19年度　インターンシップに関 

本アンケート調査は、インターンシップ体験が学生の意識・意欲の向上にどのようにつながったかを検証し、
今後のインターンシップ推進支援の事業に役立てることを目的に、インターンシップに参加した学生を対象と
して実施した。

調査の対象と方法等

1　調査対象
インターンシップ推進支援事務局が運営するイン
ターンシップのポータルサイト「ハイパーキャンパ
スシステム（以後、「ハイパーキャンパス」という。）」
に登録をし、企業に応募した全国の大学生、大学院生、
短期大学生および高等専門学校生を対象とした。

2　実施方法

平成 19 年度の「ハイパーキャンパス」に登録をした
学生のうち、住所データ登録のある学生を対象に郵
送方式によるアンケートを実施した。

調査結果（抜粋）

1　回答者の属性
・回答者の性別は、「男性」が42.3％、「女性」が57.7％であった。
・学部系統は、「文系」が63.9％、「理系」が35.7％、「無回答」が0.4％であった。
・性別を学部系統別でみると、「文系」は３割が「男性」（28.5％）、７割が「女性」（71.5％）であったのに対し、理
系は７割が「男性」（67.2％）、３割が「女性」（32.8％）であった。

2　参加したインターンシップの概要

・「大学でのインターンシップ概要の説
明」が最も多く72.6％、次いで「大学あ
るいは受入先におけるインターンシッ
プの成果報告会・発表会」が57.8％、
「大学でのビジネスマナー講習」が
48.6％であった。（図表１）

3　参加したインターンシップに対する評価

・インターンシップの期間として、適当だと思われ
る期間は、「１週間以上２週間未満」が最も多く
62.5％であった。次いで「２週間以上１カ月未満」
が24.0％であった。（図表２）

図表1　インターンシップの事前・事後のフォローアップとして行われたもの 

3.4% 

 

無回答 

大学あるいは受入先におけるインターンシップの成果報告会・発表会 

受入先からの実習評価のフィードバック 

受入先担当者との実習内容に関する事前打合せ 

大学での受入先企業や業界の研究 

大学でのビジネスマナー講習 

大学でのインターンシップ概要の説明 

57.8% 

 

34.4% 

 

33.2%

11.9%

48.6%

72.6% 

 

80% 

 

60 40 20 0 

図表2　インターンシップの期間として適当と思われる期間 

１週間 
未満 １週間以上２週間未満 ２週間以上 

１ヵ月未満 

１ヵ月以上 
1.8％ 

無回答 
0.5％ 

11.2％ 62.5％ 24.0％ 

○インターンシップの事前・事後のフォローアップとして行われた内容

○期間に対する評価

3　調査時期
平成19年11月13日～平成20年 1 月24日

4　アンケート発送数、回収数および回収率

発送数=1,892件、回収数=555件、回収率=29.3％

調 査 結 果
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あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に

重
要
な
課
題
を
有
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
単
に
実
施
す
る
だ
け
で
価
値
あ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
活
動
の
目
標

と
そ
こ
に
到
達
す
べ
き
手
段
と
の
関
係
を

明
示
的
に
組
織
し
、
そ
の
も
と
で
実
施
さ

れ
、
目
標
に
到
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

評
価
す
る
こ
と
で
教
育
活
動
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
効
用
の
評
価
も
、
た

と
え
ば
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
を
目
標

と
す
る
と
な
れ
ば
、
単
に
実
施
後
に
「
目

の
色
が
変
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
報
告
会
で

の
印
象
的
な
評
価
に
留
ま
っ
て
よ
い
は
ず

は
な
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
「
観
」
に
ど

う
関
係
づ
け
る
の
か
定
か
で
は
な
い
よ
う

な
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に

で
き
た
」
と
い
う
技
法
修
得
の
評
価
で
お

茶
を
濁
し
て
よ
い
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
安
直
な
、
あ
る
種
の
教
育
の
原

理
的
考
察
を
放
棄
し
た
ま
ま
で
活
動
の
意

義
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
れ
ば
、
数
日
間
の

活
動
で
何
が
変
わ
る
の
か
と
い
っ
た
疑
念

の
方
が
よ
り
早
く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
う
し
た
「
職
業
観
・
勤
労
観
」
な
ど

と
い
う
も
の
は
、
お
そ
ら
く
は
他
の
さ
ま

ざ
ま
の
教
育
活
動
と
相
互
に
関
連
し
な
が

ら
中
長
期
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で

あ
っ
て
、
一
つ
の
活
動
の
成
果
と
し
て
は
、

ま
た
そ
の
活
動
後
の
早
い
段
階
で
は
、
き

わ
め
て
評
価
の
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
先
の
「
目

の
色
」
で
評
価
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、「
職

業
観
・
勤
労
観
」
を
あ
ら
か
じ
め
い
く
つ

か
の
要
素
に
細
分
化
し
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
と
し
て
い
く
つ
か
の
要
素
が
改

善
し
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
改
善
し
な
か

っ
た
と
い
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
て
い
く

だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
こ
の
評
価
問
題
で
は
、
小
中
高
と

大
学
と
で
は
大
き
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違
っ
て

い
る
。
小
中
高
に
お
け
る
、
目
標
│
手
段
│

評
価
の
組
織
化
が
重
要
な
課
題
と
し
て
探
求

さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
の
世
界
で
は
、
評
価

軸
と
し
て
文
部
科
学
省
・
国
立
教
育
政
策
研

究
所
が
提
示
し
た
「
４
領
域
・
８
能
力
」
が

広
く
普
及
し
て
お
り
、
そ
れ
を
適
用
し
て
、

あ
る
い
は
そ
の
部
分
的
な
改
良
に
よ
っ
て
評

価
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
央
教
育
審
議
会

答
申
な
ど
で
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
へ
の
取
組

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
今

日
、ま
す
ま
す
多
く
の
小
中
高
が
職
場
体
験
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

し
か
し
、
む
し
ろ
多
く
は
そ
れ
を
単
に
「
適

用
」
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
感

も
否
め
な
い
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に

開
発
し
て
い
る
大
学
の
場
合
に
は
、
い
ま
で

こ
そ
行
政
発
の
「
社
会
人
基
礎
力
」「
就
職

基
礎
能
力
」
な
ど
と
い
っ
た
到
達
目
標
リ
ス

インターンシップによる
教育の効用について

　

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
１０
年

　

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　

 

目
標
・
手
段
・
評
価
に
つ
い
て

２０

　

日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
場
経
済
社
会
に
お
け
る
人
材
養
成

が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
他
方
で
大
学

生
の
就
職
採
用
の
あ
り
方
の
再
検
討
、
フ

リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
問
題
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
連
動
し
な
が
ら
政
策
的
な
導
入
が

進
み
、
急
速
な
拡
大
と
普
及
を
遂
げ
た
。

ま
た
、
そ
れ
は
大
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
校
教
育
段
階
に
お
け
る
進
路
指
導
の
改

善
へ
の
取
組
と
も
連
動
し
、
中
学
校
の
職

場
体
験
、
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

含
め
て
、
職
業
に
関
わ
る
体
験
的
な
活
動

を
通
し
て
の
小
中
高
大
に
お
け
る
系
統
的

な
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
モ
デ
ル
に
お
け
る

中
核
的
な
教
育
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
１０
年
間
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
個
々
の
学
生
・

生
徒
に
、
ま
た
学
校
・
企
業
・
地
域
社
会

に
何
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
大
学
だ
け
で
な
く
小
中
高
の
職

業
に
関
す
る
体
験
的
、
啓
発
的
な
活
動
ま

で
含
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る

教
育
の
多
元
的
な
効
用
に
つ
い
て
、
そ
の

理
論
的
な
可
能
性
と
い
く
つ
か
の
効
用
に

関
わ
る
検
証
事
例
を
示
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
い
。

九州大学大学院　人間環境学研究院　教授
（日本インターンシップ学会　事務局長）

吉本　圭一

インターンシップの効果と意義特 集
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ト
を
参
照
・
手
が
か
り
と
す
る
と
こ
ろ
も
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
た
か
だ
か
こ
の
２
年
内
の
こ
と
で
あ

り
、
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
多
く

は
手
づ
く
り
・
手
探
り
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
、
実
施
し
な
が
ら
多
様
に
評
価

軸
を
探
し
て
き
た
１０
年
で
あ
っ
た
。

　

い
ま
、
標
準
的
な
一
律
の
能
力
評
価
項

目
を
適
用
し
て
活
動
を
評
価
す
る
こ
と
と
、

個
別
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
開
発
し
な
が
ら
ま
た
そ
の
状
況
に
応
じ

て
独
自
の
評
価
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
、

ど
ち
ら
が
適
切
だ
と
い
う
こ
と
を
判
断
し

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、

そ
の
導
入
に
急
く
あ
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
い
う
経
験
に
よ
る
教
育
の
特
性

に
応
じ
た
教
育
の
原
理
的
な
考
察
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
た

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　　

職
業
を
通
し
て
の
教
育
の
重
要
性
、
有

効
性
を
主
張
し
た
デ
ュ
ー
イ
は
、
１
世
紀

前
の
米
国
に
お
い
て
、『
民
主
主
義
と
教
育
』

（
初
版
１
９
１
６
、松
野
安
男
１
９
７
５
訳
、

岩
波
文
庫
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
議
論

を
展
開
し
て
い
る
。

　

仕
事occupation

は
、
連
続
性
を
表
わ

す
具
体
的
な
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

機
械
的
労
働
を
す
る
こ
と
と
か
、
収
入

の
あ
る
職
に
就
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
専
門
的
な
仕
事
や
実
業
的
な
仕
事
ば

か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
芸
術
的

才
能
、
専
門
的
・
科
学
的
能
力
、
有
能
な

市
民
と
し
て
の
権
能
の
発
揮
を
も
含
ま
れ

る
の
で
あ
る
（
下
・
１
７
１
頁
）。

　

仕
事
と
は
、
目
的
を
も
つ
連
続
的
な

活
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仕
事
を

通・
じ・
て・
の・
教
育
は
、
他
の
ど
ん
な
方
法

よ
り
も
、
学
習
を
促
す
要
素
を
た
く
さ
ん

そ
の
内
部
に
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
下
・
１
７
４
頁
）。

　

仕
事
へ・
の・
唯
一
の
適
切
な
訓
練
は
、

仕
事
を
通
じ
て
の
訓
練
で
あ
る
。
教
育

の
過
程
は
そ
れ
自
体
の
目
的
で
あ
る
、

と
い
う
原
理
や
、
将
来
の
責
任
あ
る
立

場
へ
の
唯
一
の
十
分
な
準
備
は
、
今
直

面
し
て
い
る
生
活
を
で
き
る
だ
け
大
事

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、

と
い
う
原
理
は
、
教
育
の
職
業
的
な
面

に
も
十
分
有
効
に
当
て
は
ま
る
。
す
べ

て
の
時
代
の
す
べ
て
の
人
間
の
も
っ
と

も
大
事
な
使ヴォ
ケ
イ
シ
ョ
ン

命（
職
業
）は
、
生
き
る
こ
と

｜

知
的
お
よ
び
道
徳
的
成
長｜

で
あ
る

（
下
・
１
７
５
頁
）
。

　

い
さ
さ
か
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
デ

ュ
ー
イ
の
議
論
を
踏
ま
え
て
今
日
の
日
本

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
み
る
と
、
そ
れ

は
、
学
校
制
度
が
確
立
し
て
い
く
の
と
裏

腹
に
そ
の
意
義
が
薄
め
ら
れ
、
実
践
が
形

骸
化
し
て
い
く
「
職
業
（
仕
事
）
を
通
し

て
の
教
育
」
の
再
活
性
化
・
再
編
成
の
試

み
な
の
で
あ
る
。

　　

こ
の
「
職
業
を
通
し
て
の
教
育
」
の
評

価
原
理
と
し
て
、
デ
ュ
ー
イ
は
、
端
的
に

「
相
互
に
能
動
的
に
結
合
し
て
い
る
連
続

性
と
相
互
作
用
と
が
、
経
験
の
教
育
的
意

義
と
価
値
を
は
か
る
尺
度
を
提
供
す
る
」

（『
経
験
と
教
育
』
１
９
３
８
、
市
村
尚

久
２
０
０
４
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
６６

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
の
「
連
続
性
」

の
原
理
は
、
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
の
過
去
と

現
在
、
現
在
と
未
来
を
つ
な
ぐ
連
続
性
を

も
っ
た
活
動
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
学
生
・
生
徒
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
将
来
へ
の
進
路
の
希

望
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
選

択
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
二
つ
の
原
理
が
「
相
互

に
能
動
的
に
結
合
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
連
続
性
の
原
理
に
従
い
な
が

ら
も
相
互
作
用
の
原
理
が
結
合
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
可
能
性

が
よ
り
広
く
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
階
級
問
題
と
の
関
わ
り
で

「
初
期
の
職
業
へ
の
準
備
教
育
を
す
べ
て
直

接
的
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
間
接
的
な
も

の
に
す
る
こ
と
」（『
民
主
主
義
と
教
育
』

下
・
１
７
６
頁
）
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
も
共
通
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
連
続
性
」
原
理
に
も
と
づ

い
て
み
れ
ば
、
学
生
・
生
徒
が
、
自
分
の

過
去
の
経
験
を
踏
ま
え
て
選
択
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
動
を
通
し
て
、
多
様

な
可
能
性
を
も
っ
た
将
来
を
現
在
の
延
長
・

発
展
と
し
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
評
価
尺
度
が

構
成
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ

の
際
に
「
職
業
観
・
勤
労
観
の
４
領
域
８

能
力
」
な
ど
は
、
あ
く
ま
で
も
多
様
な
可

能
性
を
見
通
す
た
め
の
要
素
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
相
互
作
用
」

の
原
理
と
は
、
デ
ュ
ー
イ
の
言
葉
で
い
え

ば
「
経
験
に
お
け
る
両
方
の
要
素
│
す
な

わ
ち
客
観
的
条
件
と
内
的
条
件
│
に
同
等

の
権
利
を
割
り
当
て
て
い
る
」（『
経
験
と

教
育
』
６０
頁
）
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
職
場
の

環
境
や
そ
こ
に
い
る
指
導
者
（
メ
ン
タ
ー
）

と
い
う
客
観
的
条
件
が
、
い
か
に
学
生
・

生
徒
の
発
達
と
い
う
内
的
条
件
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
か
と
い
う
問
い
だ
け
で
は
な
く
、

学
生
・
生
徒
と
い
う
内
的
条
件
が
、
職
場

や
職
業
を
、
そ
し
て
学
校
を
、
さ
ら
に
地

域
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
た
か
と

い
う
問
い
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
二
つ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
。
一
つ
は
、
日
本
と
欧
州
の

２１

　

 

職
業
を
通
し
て
の
教
育
に
つ
い
て

　

 

連
続
性
と
相
互
作
用
に
つ
い
て

　

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
キ
ャ
リ
ア

　

 

形
成
・
展
開
効
果
に
つ
い
て

論 考
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１２
カ
国
の
卒
業
後
３
年
目
の
大
卒
者
調
査

を
も
と
に
、
大
学
在
学
中
の
職
業
経
験
と

卒
業
後
の
大
学
教
育
評
価
と
の
関
係
を
調

べ
た
も
の
で
あ
る
（
吉
本
圭
一
「
大
学
教

育
と
職
業
へ
の
移
行
」、
本
田
由
紀
・
平

沢
和
司
編
『
学
歴
社
会
・
受
験
競
争
』
日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
２
０
８｜

２
２
７

頁
、
２
０
０
７
年
）。
多
変
量
分
析
し
た
結

果
、
ど
の
国
で
も
、「
専
門
と
関
連
す
る
職

業
に
関
わ
る
体
験
・
経
験
」
を
有
し
て
い

る
卒
業
生
ほ
ど
、
卒
業
し
て
か
ら
「
職
業

活
動
に
お
い
て
大
学
で
学
ん
だ
専
門
的
知

識
・
技
術
を
活
用
し
て
い
る
」
と
回
答
す

る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
職
業
経
験
が
将
来
の
職
業
生

活
と
大
学
教
育
を
つ
な
ぐ
と
い
う
「
連
続

性
」
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
職
業

経
験
と
し
て
特
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

ア
ル
バ
イ
ト
と
は
区
別
し
て
い
な
い
が
、

そ
れ
が
「
専
門
と
関
連
す
る
」
か
ど
う
か

が
、
効
果
の
決
定
的
な
分
岐
点
と
な
っ
て

い
る
。
在
学
中
の
職
業
経
験
の
時
間
数
自

体
は
む
し
ろ
効
果
を
引
き
下
げ
る
要
因
で

あ
り
、
つ
ま
り
、
就
業
時
間
は
少
な
く
と

も
「
専
門
と
関
連
す
る
職
業
経
験
」
が
効

果
的
な
の
で
あ
る
。

　

二
つ
め
に
、
全
国
の
高
校
を
調
査
し
た

結
果
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
の
有
無
と
卒
業
生

の
無
業
率
を
比
較
し
た
も
の
が
あ
る
（
国

立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
研
究
セ
ン

タ
ー
『
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
２
０
０
７

年
）。
高
等
教
育
進
学
率
が
５
割
以
下
の
普

通
科
高
校
を
み
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
る
高
校
に
お
け
る
卒
業

者
中
の
無
業
者
比
率
は
２１
・
７
％
で
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
な
い

高
校
に
お
け
る
２８
・
１
％
と
比
べ
て
、６
・
４

％
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
す
る
高
校
で
は
無
業
者
数
を

４
分
の
３
に
ま
で
減
少
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
よ
く
見
て
お
く
べ
き
点
は
、
学

年
的
に
も
無
業
率
指
標
の
該
当
学
年
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
学
年
と
は
同
一
で

は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
経
験
者
が
無
業
に
な
り
に
く
い
の
か
ど

う
か
を
調
べ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
学
校
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
、
当

該
学
年
・
当
該
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
施
・
参
加
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
学
校
の
無
業
率
が
低
い
こ
と
と
の
間

に
統
計
的
に
優
位
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
、

こ
の
点
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
知
見
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
知
見
を
補
完
す
る
い
ろ
い
ろ
な
調

査
結
果
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
高

校
ほ
ど
、「
職
場
見
学
・
職
業
調
べ
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
上
級
学
校
へ
の
体
験

入
学
」「
修
学
旅
行
、
宿
泊
学
習
、
遠
足
等

の
校
外
活
動
を
活
用
し
た
職
業
体
験
」「
自

然
や
伝
統
文
化
・
農
業
体
験
を
中
心
と
し

た
体
験
的
活
動
」
な
ど
、
多
く
の
項
目
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
非
実
施
校
よ
り
も
統

計
的
に
優
位
に
高
い
比
率
で
、
総
合
的
に

進
路
指
導
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
無
業
率
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
た
年
度
が
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
、
そ
の
学
校
の
無
業
率
が
低

い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
相
互
作
用
」
の

原
理
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
が
学

校
を
変
え
る
と
い
う
効
果
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
継
続

は
力
な
り
」
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
始
め
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
け
ば
、

関
連
し
て
他
の
進
路
指
導
活
動
も
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
学
校
の
無
業
抑

止
力
を
高
め
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
う
い
う
「
連
続
性
」
と
「
相
互

作
用
」
の
原
理
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
経
験
を
通
し
た
教
育
活
動
の
価
値
と
意
義

を
評
価
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
と
し
て
、
そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
活
動
が
、
そ
の
原
理
か
ら
み
て
よ
り

効
果
的
な
活
動
で
あ
る
の
か
、
い
く
つ
か
モ

デ
ル
的
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
場
合
に
、
学
生
・
生
徒
を
中
心
に

据
え
て
、
タ
テ
軸
と
ヨ
コ
軸
を
設
定
し
て

お
く
こ
と
が
理
解
を
容
易
に
す
る
と
思
う
。

タ
テ
と
は
学
生
・
生
徒
の
発
達
に
関
わ
る

時
間
軸
で
あ
り
、
ヨ
コ
と
は
学
生
・
生
徒

を
と
り
か
こ
む
社
会
的
相
互
作
用
の
空
間

軸
で
あ
る
。
以
下
、タ
テ
軸
に
関
わ
る
「
連

続
性
」
と
は
何
か
、ヨ
コ
軸
に
関
わ
る
「
相

互
作
用
」
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

時
間
軸
と
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、

学
生
・
生
徒
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ

な
ぐ
軸
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
職
場
で
も
っ
と
も
深
く
学
生
・

生
徒
と
関
わ
る
担
当
者
が
、
学
生
・
生
徒

の
未
来
を
描
く
際
の
モ
デ
ル
と
し
て
見
え

て
く
れ
ば
そ
れ
が
「
連
続
性
」
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
関
係

　

 

学
生
と
メ
ン
タ
ー

図１　インターンシップにおける「連続性」とメンター 

30歳 

 

20歳 

 

2007年 

大学生 

メンター 

学生・生徒と 
メンターとの交流 

2017年 

30歳のメン
ターの写像
を通して、10
年後の30歳
の自分を描く 

インターンシップの効果と意義特 集
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を
意
識
し
た
指
導
担
当
者
を
メ
ン
タ
ー（
忠

実
な
助
言
者
）
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
こ
の

メ
ン
タ
ー
と
学
生
・
生
徒
と
の
心
理
的
距

離
が
近
い
ほ
ど
よ
り
「
連
続
性
」
効
果
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
一
般
に
比
較
的
若
い
卒
業
生
な

ど
が
指
導
者
と
し
て
担
当
す
る
こ
と
、
一

定
の
時
間
空
間
的
な
共
有
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
「
よ
き
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

の
条
件
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
中
学

校
に
お
い
て
、
５
日
間
の
連
続
す
る
就
業

体
験
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ

ー
ク
を
強
調
す
る
の
は
そ
う
し
た
点
か
ら

で
あ
る
。

　

ヨ
コ
軸
に
関
わ
る
「
相
互
作
用
」
は
い

ろ
い
ろ
に
議
論
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
「
地
域
の
教
育
力
」
と
い
う
言
葉
を
考

え
て
み
よ
う
。

　

図
２
上
図
の
よ
う
に
、
今
日
、
生
徒
同

士
に
は
学
校
内
で
密
な
相
互
作
用
が
組
織

さ
れ
て
い
る
が
、
流
動
性
の
大
き
い
都
市

部
や
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
郊
外
地
域
な
ど
、

校
外
で
の
保
護
者
相
互
の
関
係
が
次
第
に

疎
に
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
大
人
た
ち

の
社
会
的
関
係
が
地
域
社
会
の
外
側
で
多

く
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
り
す
る
。

　

こ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学

外
資
源
を
活
用
し
た
職
業
体
験
的
学
習
で

あ
る
た
め
、
学
校
と
外
部
と
の
さ
ま
ざ
ま

の
新
た
な
関
係
を
編
成
す
る
ほ
か
実
施
自

体
が
で
き
な
い
し
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
し
て
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
も
期
待

で
き
る
。

　

例
え
ば
、
図
３
は

あ
る
中
学
校
で
、
５

日
間
の
職
場
体
験
の

あ
と
で
、
生
徒
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

体
験
を
総
合
し
て
作

成
し
た
報
告
書
の
中

の
図
で
あ
る
（
中
間

市
立
中
間
南
中
学
校

『
進
路
学
習
３
年
間

の
歩
み
』
２
０
０
７

年
よ
り
転
載
）。「
仕

事
の
輪
」「
人
と
人

の
和
」
と
題
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
、
何
を
学

ば
せ
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
目
標
が
明
確

に
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
目
標
に
沿
っ
て
事
後
学
習
の
な

か
で
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
る
。「
パ
ン

屋
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
歯
医
者
さ
ん
」
と

題
さ
れ
た
写
真
が
あ
る
。
も
し
パ
ン
屋
Ａ

さ
ん
の
子
ど
も
Ｃ
君
が
歯
医
者
Ｂ
さ
ん
の

職
場
で
職
場
体
験
し
た
ら
、
Ｂ
さ
ん
の
子

ど
も
Ｄ
さ
ん
を
含
む
４
名
に
関
わ
る
関
係

と
し
て
、
見
事
に
閉
じ
ら
れ
た
輪
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
Ａ
さ
ん
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
職
場
体
験
推
進
の

た
め
の
協
議
会
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
す
る
と
、
こ
の
あ
と
Ａ
さ
ん
は
歯
の
治

療
に
Ｂ
さ
ん
の
歯
科
医
院
に
行
っ
た
と
き
、

Ｃ
君
の
こ
と
、
Ｄ
さ
ん
の
こ
と
な
ど
新
た

な
話
題
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
、
図
２
の
下
図
で
閉
じ
ら
れ
た
６

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
追
加
さ
れ
た
図
と

な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
し
た
教
育
が
高
い
価
値
を
生
み
出
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
１
０
０
年
前
の
デ
ュ

ー
イ
に
習
っ
て
「
連
続
性
」
の
原
理
、「
相

互
作
用
」
の
原
理
で
評
価
軸
を
設
定
し
て

み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

　

 

学
校
・
地
域
の
教
育
力

図2　地域の教育力 

C君 

学校 

地域 

Aさん（C君の親） 

Dさん 

上図）インターンシップ実施前 

下図）インターンシップ実施を通して 

C君 

学校 

地域 

Aさん（C君の親） 

Bさん（Dさんの親） 

Bさん（Dさんの親） 

Dさん 

図3　仕事の連鎖─ある中学校の職場体験報告書から─ 

仕事の輪 

人と人の和 

Chain of Works

Chain of Human Beings

パン屋さんが通って
いる歯医者さん 

スポーツ店の店長の
お孫さんが通う保育園 

ペットショップがドッグフ
ードを仕入れる雑貨屋 

雑貨屋と取引がある大
工の棟梁 

大工の棟梁がよく使う
コンビニ 

歯医者さんが早朝野
球で使うグローブを
買うスポーツ店 

中間南中学校の生徒
が食べているパンを作
っているパン屋さん 

保育園の先生の飼っ
ている犬を手入れする
ペットショップ 

論 考
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千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

②
　

オ
リ
ッ
ク
ス
生
命
保
険
の
「
し
っ
か
り
し

な
き
ゃ 

占
い
師
編
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

水
晶
玉
を
見
つ
め
占
う
の
だ
け
れ
ど
、

的
は
ず
れ
な
言
葉
に
、
被
験
者
役
の
女
優
・

上
野
樹
里
さ
ん
が
「
私
が
し
っ
か
り
し
な
き

ゃ
」
と
考
え
る
Ｃ
Ｍ
で
す
。

　

教
師
は
、
生
徒
の
可
能
性
を
拡
大
し
、
能

力
を
開
花
し
、
や
る
気
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
教
師
の
言
葉
か
け
は
、
時
に

占
い
師
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

先
の
占
い
師
の
よ
う
な
や
り
と
り
で
は
、
信

頼
を
損
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
ぴ
っ
た
り

当
た
っ
て
い
る
」
と
思
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
、

共
感
的
な
理
解
が
有
効
で
あ
る
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
常
に
生
徒
と
接
し
て
い
る
環
境

で
は
、
無
理
に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て

会
話
し
て
い
る
と
、
生
徒
に
演
技
を
見
抜
か

れ
、
逆
に
信
頼
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
私
が
生
徒
か
ら
信
頼
を
得
る
た
め
に
見

つ
け
た
方
法
が
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
あ
な

た
以
上
に
理
解
し
て
い
る
」
と
感
じ
さ
せ
る

占
い
師
の
手
法
で
す
。
と
い
っ
て
、
疑
似
科

学
な
マ
ジ
ッ
ク
の
手
法
で
は
な
く
、
正
真
正

銘
の
理
論
に
基
づ
い
た
方
法
で
す
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
手
法
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

  

活
用
す
る
ツ
ー
ル
は
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ

ス
・
テ
ス
ト
。
こ
の
検
査
は
、「
ホ
ラ
ン
ド

の
職
業
選
択
理
論
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
職
業
が
冠
に
つ
い
て
い
る
の

で
、
職
業
選
択
の
み
に
活
用
す
る
ツ
ー
ル
と

思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
間

違
い
。
進
学
指
導
か
ら
、
友
人
と
の
人
間

関
係
ま
で
診
断
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
優
れ

も
の
で
す
。
被
験
者
に
は
記
入
済
み
の
「
回

答
用
紙
」
と
「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」

を
持
参
さ
せ
ま
す
。「
結
果
の
見
方
・
生
か

し
方
」
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
、
現
実

的
、
研
究
的
、
芸
術
的
、
社
会
的
、
企
業

的
、
慣
習
的
の
い
ず
れ
が
高
い
か
見
ま
す
。

そ
の
際
、
回
答
用
紙
を
見
て
、
高
い
項
目

に
「
○
」
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
の
を

確
認
し
ま
す
。「
｜
」
が
つ
い
て
高
く
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
言
い
方
を
少
し
和
ら
げ
断

定
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

最
初
の
言
葉
か
け
は
、
生
徒
に
大
き
く
響
く

の
で
、
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
企
業
的
が
高

い
場
合
、「
負
け
ず
嫌
い
で
し
ょ
」、
社
会
的

な
ら
、｢

寂
し
が
り
屋
で
し
ょ｣

、
芸
術
的
な

ら
、「
友
達
と
の
会
話
の
言
葉
で
、
話
を
変

え
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
？
」、
慣
習
的
な

ら
「
ノ
ー
ト
は
き
れ
い
に
書
こ
う
と
心
が
け

て
い
な
い
？
」、
現
実
的
な
ら
、
「
時
々
一
人

に
な
り
た
い
時
が
あ
る
で
し
ょ
」、
研
究
的

な
ら
、
「
ち
ゃ
ん
と
筋
を
通
し
て
説
明
し
て

と
思
う
時
は
な
い
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
る

わ
け
で
す
。
さ
ら
に
細
か
く
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
読
み
解
き
、
性
格
や
行
動
パ
タ
ー
ン
、
興

味
と
診
断
し
、
興
味
を
持
ち
そ
う
な
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
誌
面
の
都
合
で
細
か

く
お
伝
え
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
職

業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
〔
第
３
版
〕
の
手

引
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
占
い
師

の
手
法
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
悪

し
か
ら
ず
。

　

こ
の
手
法
を
伝
授
し
た
方
々
か
ら
は
「
本

当
に
よ
く
当
た
り
ま
す
」
と
い
う
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
街
角
の
占
い
師
と
し
て
食
べ
て
い
け
ま
す

よ
」
と
お
墨
付
き
ま
で
い
た
だ
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
や
履
修
科
目
な
ど
の
選
択

決
定
は
、
高
等
学
校
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

使
命
で
す
。
こ
の
選
択
決
定
の
際
、
世
の
中

の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
ず
経
験
も
少

な
い
高
校
生
か
ら
希
望
を
聞
き
、
そ
の
申
し

出
に
沿
う
だ
け
の
選
択
決
定
で
は
成
功
し
ま

せ
ん
。
教
師
が
選
択
決
定
の
た
め
の
理
論

を
理
解
し
活
用
す
る
こ
と
は
、
相
談
活
動
の

中
で
欠
か
せ
な
い
知
識
と
能
力
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
信
頼
を
得
た
教
師
の

言
葉
は
、
子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
人
に
こ

の
手
法
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
多
く

の
高
校
生
の
悩
み
は
解
消
す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
ホ
ラ
ン
ド
の
職
業
選
択
理
論
」
に

基
づ
い
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
、
私
は
「
ホ
ラ

ン
ド
占
い
」
と
名
付
け
ま
し
た
。「
ホ
ラ
ン

ド
占
い
」
の
技
法
は
、
教
師
と
し
て
絶
対
に

知
っ
て
お
く
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
近

い
将
来
、「
ホ
ラ
ン
ド
占
い
」
が
高
等
学
校

で
大
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
私
は
信
じ
て
疑
い

ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
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管
理
者
研
修
で
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
出

て
く
る
質
問
が
あ
る
。
部
下
の
褒
め
方
と

叱
り
方
で
あ
る
。
褒
め
る
と
増
長
す
る
、

厳
し
く
叱
る
と
逆
切
れ
し
た
り
、
泣
き
出

す
、
自
分
よ
り
も
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン

の
部
下
を
、
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば
よ
い
の

か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
一
方
、
中
堅
社

員
研
修
や
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
は
、

若
手
社
員
か
ら
、「
失
敗
し
て
も
、
叱
ら
れ

ず
に
、
逆
に
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
ら
れ

る
と
、
か
え
っ
て
心
が
傷
つ
く
」、「
あ
ま

り
褒
め
ら
れ
る
と
、
何
か
裏
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
う
」、「
些
細
な

こ
と
で
褒
め
ら
れ
る
と
、
自
分
に
は
こ
の

程
度
し
か
期
待
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
、

素
直
に
は
喜
べ
な
い
」、「
感
情
的
に
な
ら

ず
に
冷
静
に
叱
っ
て
ほ
し
い
」、「
問
題
点

を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
努
力
し
た
点

や
良
い
点
を
褒
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
悩

み
や
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

褒
め
る
こ
と
、
叱
る
こ
と
が
、
難
し
い

時
代
で
あ
る
。「
自
分
た
ち
が
若
か
っ
た
頃

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

嘆
い
て
も
何
の
解
決
策
に
も
な
ら
な
い
。

褒
め
方
や
叱
り
方
の
ハ
ウ
ツ
ウ
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
褒
め
る
こ
と
、
叱

褒め方、叱り方

る
こ
と
の
本
質
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
私
た
ち
は
、
な
ぜ
、
人
を
、

褒
め
、
叱
る
の
だ
ろ
う
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
で
は
、
部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
と
、
よ
り
優
れ
た
部
下
を
育

て
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に

あ
る
の
が
企
業
と
し
て
の
成
果
で
あ
る
。

も
し
、
部
下
を
褒
め
る
こ
と
も
な
く
淡
々

と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
上
司
が
い
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
職
場
で
は
、
ど
の
よ
う
な

現
象
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
前
か
ら
研
修
の
中
で
実
施
し
て
い
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

そ
の
人
が
褒
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

時
に
褒
め
て
あ
げ
な
い
と
不
満
が
残
り
、

仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
く

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
叱
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
に
叱
ら
な
い
と
、
ど
の
よ
う

な
結
果
に
な
る
の
か
は
想
像
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
部
下
を
褒
め

な
い
（
褒
め
ら
れ
な
い
）、
叱
ら
な
い
（
叱

れ
な
い
）
上
司
は
、
ク
ー
ル
な
上
司
、
甘

い
上
司
と
い
う
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。

 　
「
君
は
素
晴
ら
し
い
ね
！
」、「
さ
す
が
君

だ
ね
！
」
な
ど
と
煽お
だ

て
ら
れ
る
と
、
悪
い

気
は
し
な
い
が
、
成
長
に
繋
が
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
度
が
過
ぎ
る
と
、
部
下
か
ら

軽
く
見
ら
れ
、逆
効
果
に
な
る
。「
褒
め
る
」

こ
と
と
、「
感
謝
す
る
」、「
煽
て
る
」
こ
と

の
使
い
分
け
が
必
要
で
あ
る
。

　

褒
め
方
に
も
流
儀
が
あ
る
。
ま
ず
、
部

下
に
、期
待
す
る
役
割
、行
動
、権
限
、責
任
、

義
務
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、日
頃
か
ら
部
下
の
行
動
を
し
っ

か
り
観
察
し
、
努
力
し
た
こ
と
、
果
た
し

た
役
割
、
期
待
行
動
の
結
果
を
褒
め
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
を

通
じ
て
、
さ
ら
に
高
い
能
力
レ
ベ
ル
へ
成

長
す
る
よ
う
導
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
褒
め
る
、
叱

る
は
、
部
下
育
成
の
た
め
の
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
と
言
え
る
。

　　

褒
め
る
こ
と
以
上
に
難
し
い
の
が
叱
り

方
で
あ
る
。
叱
る
勇
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
叱
ら

れ
て
喜
ぶ
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
人
は
叱

ら
れ
る
と
、落
ち
込
ん
だ
り
、腹
が
立
っ
て
、

相
手
を
逆
恨
み
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
上
司
は
、
そ
れ

を
覚
悟
の
上
で
、
そ
の
人
の
成
長
を
願
っ

て
、
叱
る
の
で
あ
る
。
叱
ら
れ
た
方
も
そ

の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
汲
み
取
る
素
直
さ

が
必
要
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
叱
り
方
に
も

ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
平
性
と
納

得
性
で
あ
る
。
叱
り
や
す
い
部
下
だ
け
叱

る
の
で
は
、
職
場
で
の
公
平
性
は
保
て
な

い
。
ま
た
、
な
ぜ
、
叱
ら
れ
た
の
か
が
納

得
で
き
な
け
れ
ば
、
前
向
き
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
部
下
を

追
い
込
む
よ
う
な
、
度
が
過
ぎ
た
叱
り
方

は
、
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
叱
る
タ
イ

ミ
ン
グ
、
叱
る
場
所
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
叱
っ
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
で
あ

る
。
そ
れ
は
慰
め
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
。
叱
ら
れ
て
動
揺
し
て
い
る
部
下

の
心
の
声
を
聴
く
た
め
で
あ
る
。
互
い

に
話
し
合
い
、
真
意
を
理
解
し
合
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
上
司
と

部
下
と
の
信
頼
関
係
が
叱
る
上
で
の
前

提
条
件
と
な
る
。

　

厳
し
い
上
司
の
下
で
鍛
え
ら
れ
て
立

派
に
成
長
し
た
人
は
大
勢
い
る
が
、
甘

い
上
司
の
下
で
立
派
に
育
っ
た
人
な
ど

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
で
も
学
究
の
世
界
で
も
同
じ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　　

管
理
者
は
、
人
を
通
じ
て
、
組
織
の

目
的
・
目
標
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

に
達
成
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

自
分
の
こ
と
、
目
先
の
こ
と
で
精
一
杯

で
、
心
の
余
裕
も
時
間
の
余
裕
も
な
い

管
理
者
で
は
、
部
下
育
成
な
ど
は
で
き

ま
い
。
人
を
生
か
す
こ
と
、
人
を
育
て

る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

最
近
、
品
格
に
つ
い
て
記
述
し
た
書

物
を
見
か
け
る
が
、
企
業
の
品
格
は
、

褒
め
る
べ
き
時
は
し
っ
か
り
褒
め
、
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スクールカウンセラー風便り
第４回

うつと社会構造
～不登校問題 その 2～

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

回、スクールカウンセラーが扱う問題で、最もポ

ピュラーな不登校問題を、「子供とＩＰ」というテー

マで、取り上げた。今回は、その背景をさらに考えてみ

たい。

　“不登校になったきっかけ”として、「学校生活に起

因」、「家庭生活に起因」、「本人の問題に起因」と３つに

分けて考え、１つにその要因を絞っていくと、「学校」

と「本人」起因がそれぞれ３割強、「家庭」起因が約２割

といわれる。

　現場のケースでは、３つあるいは２つの項目に重複し

ているのが通例だが、具体的な項目単位でみると、最も

多いのが、“その他の本人に関わる問題”である。この

“その他の本人に関わる問題”もいろいろだが、最近ク

ローズアップされてきているのが、うつ傾向の増加と発

達障害に関わる問題である。

　不登校児童生徒を理解する際に、今まで本人要因とし

て、“無気力”や“怠け”等が指摘されて久しいが、その中

に、このうつ傾向の増加や発達障害を潜在していたケー

スと解釈すべきものも少なくない、と推測される。

　北海道大学が2004年１月に約３千人を対象に行った

調査では、抑うつ傾向にあった小学生は7.8％、中学生

で22.8％で、このうちうつ病の可能性がある者は、4.6％

だった。また、神戸女学院大が行った約４千人の調査で

も、抑うつ傾向の小学生は16.2％、中学生で23.1％、この

うち3～5％が罹患者とされる。心の風邪とも言われるう

つ、米国の診断基準であるDSM－IV（精神疾患の分類と

診断の手引き）では、一般人口のうつ病有病率は平均約

2.8％とされ、日本でも有病率2％、生涯罹患率6％と言わ

れる。この２つの調査を見ると、中学生の４人に１人は

うつ傾向を示し、うつ病罹患率も大人と同等かそれ以上

の結果になっている。

　これから言えることは、“子供達の心は疲れている”、

という事実である。

　パーソナルな時代になった今も、学校では１学級に通

常約30人在籍し、あの狭い教室という空間で、一斉一括

授業が行われている。朝から３時過ぎまでは、あの喧噪

の中で同じメンバーで一緒に過ごすのである。会社勤務

の大人は、昼休み街角へ出て１人じっくり昼食も可能だ

が、給食時間も同一行動の学校では、一歩間違えれば、

楽しいはずの教室がストレスフルな空間に変貌してしま

う。

　また、学校が終われば、塾や習い事で忙しく、かつ

家庭ではグレイトマザー、あるいはモンスター化した親

に支配されたりする。自己愛の強い親に対して、家でも

親の意向に従うよい子を強いられ、ストレス過剰になっ

ているケースも希有ではない。中には、破綻事件に発展

し、新聞紙上で報じられたりしている。

　また一方で、母親と子供との関係のみが突出して濃

密な関係にならざるを得ない社会構造があり、育児を担

う母親の孤立化も問題になっている。祖母や親類も近く

におらず、地域社会も希薄化する中、父親である夫も歪

化する職場を生き抜くことで精一杯、その上に夫婦関係

の溝が深かったりすると、孤立の中で子育てに苦悩する

母親も追い込まれ疲弊する。中年クライシスと言われる

ように、今は母親への支援も必要な時代だ。親のモンス

ター化の背景には、この孤立化があると私は見ている。

　母親の不安定さは、子供達へ容易に伝染し悪影響を与

える。さらにカウンセリングを進めていくと、母親の不

安定さは、職業人としての父親の不安定さにも起因して

いることが見えてくる。長期間勤めてきた企業を、いと

も簡単にリストラされる。“雇用者の生活を守る”という

当たり前の責任感さえ失った心ない経営者により、社縁

の絆だけで生きてきた家族が、これによって一挙に拠り

所を失う。その結果、前回指摘したように、子供が家族

全体のＩＰ＊になり、「社会は冷たい。自分さえよければい

いのか～」と社会への不信感を強くし、無気力やうつ傾

向を強め、不登校に陥るのである。根はまことに深いと

言えよう。構造改革というのであれば、この構造の負の

スパイラルこそ、早急に改めてもらいたい。

前
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＊IP：Identifi ed Patient


